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と L うを神ゎん i’ 軍、 tnterfac も「マ 

ン • マシン • インターフ王イス」 L いうよ 

うにがわむま-もムと壞械が知ぶ 
邮、 -4 り人リけ的招や耶木姐な 
のこ t でえしホも， U 化は Interface 
を U 1 人岂な迸峰で比えたい巧- 
えていまえ近もな嗟に遮山した 
礫が肋がは刊 u ! 絮のものでし? J 。 
柳1;じ即鎌や熟棘^を寸る力もで 
す。ん帥が權挪こかわせむ.むとい 
つてもん、いでしょう。でも，これ折,は 
搬賊がんがん叫巧 W におみぶる 
带でホ I お山をは、 含わめて,神をむ 
技術のなかずがが贈しかし妾ん 
むな祈こをがん即と攘械的おしい 
側系を'パい I ’げる力ず、十灿も 
hiterface でも站考える11かは、 
あえてこの裸强じ师戦して吨きま寸。 
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離 I 爽と地元群馬が《総合》優勝 
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抜けるょ5な青空の下、爽やかな風が耿き 
おける"もかぎ国体ぶ最終成年寅子の愛 
知県(大同特疎網)が広鳥県(湧永製薬)に 
敗れたた過に、同時に巧なわれた成年琴す群 
☆ 馬選抜が一二軍：県(本が技研鈴庭)に敗れ4泣 
になったものの、搬合で堂々優勝を成し違げ 
た。 ’ 

お 群馬県は、少年巧モの稱馬選抜が決勝に進 
> 化し、福岡県の久留ホエ大附屬高に敗れた.ボ、 
この準優勝は立派。か年女子の群馬選抜も破 
竹の勢いで決勝に進出し、広島選拔に1点差 
かで惜敗した。 

さらに稱馬県の総合優勝に貢献したのが、 
この国体の成年女子の部に娜爽とデビュ—し 
令た光電クラブの活躍。3位決を戦で大和銀な 
に借しくも敗れたが、その爽やかなプレィが 
印象的だった。 

あかぎ国悼のスロ—ガンはが風に向かって 
がホろぅッ。会場は妙義山のふところに抱かれ 
た富岡市。芭嘗宵關製糸工場で有名なように、 
もともと製糸業の栄えたところだ。 

上州のカラッ風、カカア天下、などの語减 
とは反対に、人情は至って温厚なところ。各 


チー ムの 宿舎が ある 地区の婦人会や子供会が 
こぞってを場へ応援にかけつける。 

その子供達が手お子そろえてかわいい声疆 
を送る。他県の選手にとって、これほど力強 
いものはなかったに違いない。選手達の，、むに 
いつまでも残るょきお上産である。 

==肖本ビグタ .1 •大和鑛いれの活躍り 

日本ビタター巧減県はち掘武藤夕起子選手 
を、大和銀巧(大阪府)は主^の若水真巧美、 
秋成よ子兩選ずを、同時期にフラゾスで斤な 
われた世界ジュニア選ず権大会に S 本代表と 
して参加させたが、そのハンディキャップを 
みごとにはわのけて2位'，3位をもめたのが 
特筆される。 

とくに 日本ビ クタ— は、第2回戦の-対ブラ 
ザ — H 業(愛知県)戦で後半残り2分で3点 
リードされていた。この追いつめられた状況 
で志が、中根が連続ゲット。をしてタイムア 
ップ寸前、キャプテンの村卜：が執念の一殺で 
延長戦として対大和戦へと騎を進ぶた。 

そして、奇しくも日本ビクタ—、大和銀行 
がが決することになった準決勝戦も実に見ご 
たえのある W 試合だった。 
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<か年男子> 


读、が製薬<1^チ〉立ち電織<成/チ>は 

強豪ぶ〇を発揮して制覇 

少年女子で大薇戦広島選抜1点差で 

地元群馬選拔を破る/ 


第 S 回国民体育大会は、 W 巧け日から日まで群 
馬県富岡ホで、成年男子、成年女子、を年男子、少 
年女子の四が門で熱戦を屬開した。 

結果は成年男子が湧み製薬、成年ホ子立石電機が 
強豪ぶりを発揮して歷勝、少年の部では、男子が久 
留米工大齡高が選抜•殺体に続く制覇で 3 愚王を達 
ぶ、女子は広島邁おが地 I 冗群馬選抜を破り歷勝を果 
たした。 
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〇…立ち上がゎぶ巧であったが 
化分過ぎょり山梨は速いパ X 7 — 
クと銳いカットィンからシユ I 
卜、をるいはポストから裤点し前 
半で太菩をつけた。特に山梨の3 
番、 6 需のプレーが目につい わ。 
後半に入っても流れは蛮らず、輯 
巧見せる速攻も^ G にの妊ずに 


0:•パヮ]、スピ t ドともに毎 
る宮崎が始めよりぶきく衙摇をリ 
1ドし楽な試なをした。一方的な 
試をになったが博站も最後までよ 
く巧張った。(久お巧) 
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曰…スローテンポの歷即で試な 
は遍め.られるぅち、福なは2番、 

J 番、了蒂 S ミドルで得点ずれ•は 
長野は3番のミドル、7リ 1 K 口 
1で得点し、一摧，退のゲームに 
なった。前半終了 I か前まで4点 
差まで引き綱しわ猫なも長野のベ 
テラン日番と日番の述玫で2点基 
に追い上ばられた。横ザに人り、 
リ I ドする稱島、遍ぅ長野、一時 
は1点第までつめょったち雖であ 
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ップまでわからず場のをわかせ 
た。那局1ぶ票で描島がザ撒し 

た。{•.春駿 

あかぎ夕.ぉ f 如—目越路ク 

离搜 ( ぉ稱) 

0:.スピ I ドに滕る靖摇は、ぞ 
聪なぶをで若実に得点し、-ぶ斩 
渦は群席の.おたいディ7ユ y スで 
W 货間無将点で前半はヴンサイド 
ゲ！ムで祕了し.た。使サに人り、 
が指ぺ I K で前半同械一方的な試 


全じ日森 ，^/ s ! sv - 。加ク' 

(靑森；)，ゴ\巧！；：： Y (長崎い 

得 OU り doll 3 41了り一別 

の穂潤が m 永悼基祗下ぶ曲厢 
ろわ ホ中わ 


并件^4^ 

L 末荒大福秘酒酒お大龙村若 


K 

G 


社# kw 一 


’ ! 町町/ 
财川木藤おホえ口居補宵原辺 
討 々 笠お 
相酿稱 H が往髓山町兰柳小田 
得001 P 1 303 0 01技72 


む 

T 

P 

.が 

城 


をに終蜗する。 


馬川】 


0.，靑森がをち上がり呢取ぶを 
瑕って快調にスタ—卜をがった。 
両チ3ム.ともにディブでンスが甘 
く、バスミスが多く、昭点巧菊は 
述攻とが黃なミド.ルかをのシ - 1 
卜が多かった。しかし，靑森は主 
導情をにぎり、速を.を懼裳に加点 
しで前ザは「ゎ点莲で格った U 疫半 
も靑莊は、長骑のミスををかし、 
またお斯西所を y 带 ' W ホがお点 
し，ぶいすがる挺崎をジリジリと 
点差を關き逃げ興った。(留ムー 
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絲迦攻とを胃がょく.走り、得点の 
是をひろげ，鞭.平もを員がぶく走 
りを稱のをるパスワ！クプレ ー で 
化勝する。麻生はお調な攻め急ぎ 
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靠技が、そのを高知のシュ！卜を 
かへ处へとはずさせ、そめ牌に岩 
ホは髙轴のずィフェンスめがさを 
つき全封よく走リ裤点した。中盤 
になりやっと島知も j ンビボ合い 
ポストプレ T で迫い上げたが、お 
分過ぎから足ボ^り單発シ^ !卜 
を G K にはばま批违ををかめ巳れ 
前半を終了。を平立ち h がり、闹 
于 t ムともミスが妾くシユ t 卜も 
雑でぁったがわずかに動きめよい 
岩于が浴点を巫ねた。高知はいま 
ひとつファ' イトがなく、べ于ラン 
とち乎との ri ンピボ虚くお発プレ 
t が多く速巧をされぶ基ボつい 
た。(巧綺} 


综！ 里 

(丈股。 


巧削) r 別 
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0 …瞒妃円—々、を手の GK の设 


揖0012 0 7公 Go 3 0 
のぶ瞬化本が幅本お耻口野 

け.塚を大巧^森^巧巧 

J 谭幽 

の我巧野聪羽曲旧滴本巧本 

b 信本千®を大願成勝--1立 
得リ〇り463 U 225 n I の 

9:なも上がり A 颗、袖岡とも 
にアップぶおか4か間 utu の試 
挣遽がとをった。その-後、試なな 
れした太扳が多彩なプレ—で着々 
とぶをおねでいった。‘ち、補岡 
もがプレ—が時々みをれたが今一 
つ力不足お巧化番のシュ T 卜が龙 


ぅでいた。煎ザ wly で火較がリ 
1ドで松で。後半罹岡が蛙即した 
が亲かで W 黯の失格がおでし 
ま「わ。ムードは丽半と同じ絞墙 
乂撼のリ]ドで終了。('お野) 

干巢教員？、バ3を-‘目ん 
草聲五化 13/3 壽山〕 


巧 UO 4002314027 
山川波淸销升崎ん山をホ前 
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げ遗堪を巧^山頓が^大觀 

巧 U 0 3 UUU 白331 
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〇…曲チームともかわさ知とれ. 
ずシュ1トミスが自ぶつ。閱始を 
W かまで言山はサィド欢整を生か 
したブい一で4が2とリ J ドする 
千葉も前半なかだょりをりポ化て 
耶分には8がけと同点とする。が 
にす葉は述攻とミドルシュ3卜で 
^^な迎取しよ導悟をにぎつたかに 
みえたが、シコートミ. K があおそ 
れ.を富山に速攻され U 対；：とり f 
ドを詳し前中煤了。後平は聞チ！ 
ムと もょ'く 走り、 もてる 山を 出し 
一逍一遇の巧ゲームを展祕したが 
圳が過ぎより富山に鹿れがみえで 
で葉にをら-れ昭点を許し淚をめ 

む。晶題 

V 2 回戟 
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成年黄モホ勝-通をが大同戰 


〇 …冲雖は能始県後にペナルテ 
f !を得汽"し W がを中むに速攻、 
ポストプレ！、ホ' ィドなど妾. 移な 
な臀で加点し前半で主導がを碍 r . 
た。岡山は元细なく、冲轴のスピ 
1ドについて巧けず前平 R 点基で 
報った。後半も冲縄は成.堅をゆる 
める ことなく 迪攻をホ棒に走りま 
くっで 得点差をつけた。ーホ、岡 
山は冲瓣のデ f フュン K ⑩盤が厚 
く喪破できず、力の基がをのまま 
巧背点差になった。(离山). 
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U 垣迎城な城間念巧取里場島 
柳 西 川を 
Ss 桌宫高慶城お前巧®吾黑 
再00 了 534了 I 


〇…両チ]ムともげつく巧した 
なおを坡销し，おのはポスト、ち 
崎はロンダ、ポストと点の取り合 
いとなり巧が W と化西1点り—ド 
で抓ザを赔了。を半に入り’がチ 
1 ムとも勘きがょくなり、秋山は 
5晋 • 9をロンダシ3 t 卜、宮崎 
は3巧、4甫、化晋のロンダシユ 
I 卜.、述ぷと菩戦しわがシュ I 卜 
力にをる耿のが乱が•加で碳利を遐 
つた。(内の.} 

一. sf 語站の棍井教貞 
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g 山野 f 口子川口原月并 
じ大巧金曲坪破んだ里患 


振谨ク^ 妙が鳥职憑お 




4 

3 


屏〇 〇曰2 5 3 1 2 9 2 41 
刊憶下巧兜山本西出口木蟲 I 

岸 3 

-ち W 巧 t ル大紹我を 一口 


G 賴删一 
^木口脇沢村木中曲运おか 

I 壯に滨森ル西荒田木拉じ松 

wool 39202ひ001 
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〇…両チ）.ムとらに早いパズヮ 
1クと、お互いの個人技め持ち身 
ををかし前半開姑からシ—ソーゲ 
T ムとなる。しかし，速攻のチザ 
ンスを化かしたお京が前半リ—ド 
して换/する。を半に入り、中猫 
まで福井はディフ王ン K でよく頌 
報り、ホフ-ンズでも賴極的にシ 
n — 卜得点をしよく健聞したが、 
着実に杂裕をもって歷閒寸る甫お 
は I n のおがあわ、牌猫にはディ 
フゴン K を固めたずホがををむろ 
がて持る。福异は靑戦した。(谓山) 


G .: 立ち t がり、 ミスが 日ぶつ 
た鳥取だが、碰攻、サイドな擊で 
挪分まで H 財 fl の•互角の撮 M 、 一 
方桐木は目番を中ムに加点するも 
ののポストのキ.サッチミス、述を 
のつなぎも今一つでなかなか差を 
つけられなか.ったが、前半残り自 
みで鳥取.のディフェンスのがさを 
つ壹じ対 U で前半接 r 。 を半蟲取 
はディプ王ンスボ荒く、退攝をが 
結山し栖木の-お构なべ 1 K とな 
った。鳥驭は、4祗が凍張るもの 
のがザ程.冗気ボ贯られず味気的-な 
い試をに鞭った。(結城) 

お島教員9/け—猜が夕 
ク 2品 — 9 て(静關) 

〇…なち上がり靜岡はディフェ 
ン K が廿く碼島の4を、2番、8 
苗にミドル、ポストシユ—卜を巧 
たわ8み過ぎには4が1とリード 
きれた。しかし化か過ぎより廠れ 
のでた稱島に封し5番，7番を中 
，心にロンダシュー ト 、速攻がきま 
りはじめ - K 巧 S のぶ冉となった。 
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天城窗校 
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C 岡山} 


円〇互 35 igooou 

り嫣島一井爲畏口屋 W 丰噓义. 
則藤田藤山 お 藤 
けお瑞巧戎を巧閱占長化臣ぶ 
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M 靖報上駒谓本^原本本山 

!^大井池斗縣鹽志中梢が山原 

9551 J 1 414 5 nu 
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0，；前ホ自はよ'^おり果现に 
をめたが、広島の巧いデイフュン 
スをなかなかがり闹すことボ出來 


ず化みまで1灯8、巧分には3が 
:::とはなされ担が点基のわりには 
内容的に速玻の版绝で衆晴らしい 
ものでちった。 

巧に山酒 G 技のがずが試合をひ 
きしめていた。隆半栖チ]ムとも 
ややを融なブレ]も碎々見られた 
が、才]ルジャパンでしめるに島 
にがして、タタブ于—ムの山架が 
卽击の卜，で少しもおくれをとる爭 
なく上く戰ぅた审は評肺される。 

(I あ城) 
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田；を糜蓝野本原旌巧野藤部 

碑回棉を懂上お藍遗か营巧阿 

K P ( 靑 -iS 


削难山が巧目が倉藍がぉ紀ぶ 
月 津 月 
£ 望お津お茂棉お稲平ち望ず 
,^000046571000 


た。愛暖 GK のがずは指点差城上 
にゲ S ムを聰り-*-!げた L 〔青木) 

本 m 找师6 f 淵—里3神が夕 
硝本 立 W — 叫 Y C 祁歌山) 


R ^0015 822 H -11 Q 
別顆成豈昭 W 福浦藤木 
峭前 .薪 
離柴おおホけ大松が一二 


K ぶ .^ •青木一 
G F 寻容原 / 

扣本.^が江あ.恭崎招村江 W 

げち旧を入悼-お岡を巾髓益 
巧〇 〇扫 so 「わ 34 6 20 
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0:-前半、おお山の菊さあふれ 
る玻夺はベテランが多い本凹技が 
照本の.巧みな玻些と正跑なシュー 
卜により.、思うようなゲーム遅な.. 
ができなかった。特にぶ W 技酣能 
本のゲームメ—力！ 2番の巧妙な 
ブレーさばきに.ついていけない邀 
面が南「た。隱ザは、本田おが.熊 
本の速攻にいまひとつ化がづいで 
いけなかったようだ"しかし、搔 
をまで I を觸粗にゲームにとり骗 
む某はぶているをに非常にが極を 
もたらした。(小川」 


去の後も强岡は7近を中也に速 
玻、ポスト等により化点。福站は 
4番のミドルを中、むに加点し前半 
を W が巧の静岡ややリ—ドのぅち- 
に較了。 镑半両于 1 ム とも彼れが 
でたのかデ f ブ王ソ K が皆くなり 
シユ—卜がち奋いとなり•、シ31 
トミ K のかない韩間が賄烏を3点 
リ[ドし静岡べースで試をが廣銷 

まれた。しかし、ぶみ過ぎより福 

站は靜關の7ををブンツ[マンで 

マ{夕し、都岡のボ^ —ルまわしを 
おさえた。さらにに退壞與が 
綺化したのをきっかけにカツトィ 
ン等により暑実に邮み L 、 W かず 
ぎにはのが如と.リ t ドした。その 
慎も述攻等で如点し枯掃のお淵で 
帮岡をつき故した。〔鶴坦 

ぁかぎ夕里1=31%川)々 

0.-.地元の鲜搜をぅけなち上が 
り觀さがみられた去かぎだが、前 
半 W . か過ぎよ.り脚力にものをいか 
せ述攻により得点、をの後もべ！ 
K をつかみ SEI 日で邮平を校 r 。 
後半南かぎずイフ卫ン K に荒らさ 


が目立ったが械合力にまきり"暂 
集に得点し化雕した。(田が) 

心， jy 巧 W 两菩全背森 


%005007010406 
田木麗爵木本 U 垃辅趕原巧 

晚麗節；^がに感ム町二！柳ル田 

に ぶ唐1轴城一 

G _ PtA 香おが J 

巧田旧の蔽报上旧野ム歸巧 

を 森 

&巧太掠が酷#武大搞が柿 
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〇…青をの.迹攻と醒貨のロンダ 
の試を展閱となり、暑森 GK のゎ 
ンのないよ T ビン'ダがさえ、中盤 
よりミスが多い滋齊にがし、吾森 
がよく足を随いをいバスリ]ダか 
らノ]マ！夕をよく決めで前半を 
捣下した。儀半も邮于1ムとも、 
気をのこもったブレ I が揣きがゲ 
f ムとなるが、け分過ぎに幫森の 
デ f フンスの足が止り、ポえ卜 
へ落とされおも‘を許し苦しい晤邮 
とな「たボ、最设まで試みををき 
もめないがッツには巧于を送-りた 


據 f 义 n Y ち W 
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〇':，埼ぶは速いバスワータとコ 
ンビプレーで石 W のずりを捕し得 
点、又、 GK の舟守から繰り化す 
述化で加点し前半で大差をつけ 
わ。ち川は埼玉の固い守りを攻め 
あぐんでいたが、後半にみりぺ一 
乂をつかみ追い上ぜるもをまりに 
も前单の失点が大きすぎた。度横 
まで力を凹かずプレーしおの- 
健閒をたた怎たい。〔春原) 

扣かバ艾火否を 


肖〇 〇 〇 4 U 〇白2 d i 〇 5 
^酷末が远水下ち祕立出部が 
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が為种雑靖せ二_丄お圃安島 
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^ K 
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山怕邮本曲ががぶ W 預か 
別 铅 
け丸にが配極小五金が背の 
0 〇 d 4 2 7 8-己目2 〇1 W 
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G …半が過ぎまで両チームー遍 
退で均衙したゲ—ム度熙が掃 


い。 〔市瀬〕 


g 細杖研里 IU ) 化ぉ库— 

ご rs 

得〇け丘' 〇け 14 3 G 3 9 3 
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帥 琴證) 


g 輕岡本藤階せぶ崎藉綺巧 

おあ松惟ェ太荒岡山松火げ 
祠 00042006024 
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〇…立ち上がり、日香语上の.サ 
イドシユートからはじまりげ調を 
出だしであった。それに対しでお 
陆は、地い転回で勝なに山ており 
スピ—ディ—な試をにをったが、 
二.虽がかたいディブ王ンスで迪玻 
につなぎ、ゴラシからまたクロス 
からと赃おに得成ををね前半を W 
片 W で一二重リ]ドでおわる弯賴平 
おをは'^番をみ山にょ <攻みたが 
'-1 巫の GK 大加のがキ—プと述玻 
で一 A 的な試をになった。(瑞生}. 

ilif 里 nv 宁茵城 

C .，.ち崎な4祖、6番でげスタ 
1卜を切ったが、 S 疆は百お過ぎ 
上，りベテラン - I 商楠を捜入、好リ— 
K とパスリータで欢ずのバランス 

が取れ背々と加点、：若、ち喊は 

デ f っエンスめ前ょりの掘埋なシ 
ュートを愛嗎の通玻にリ！ドをゆ 
るした化璋に一一-ホがほしかっ 
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37 (4) PT (4) 2百 


うちのエース、背番号50 

基本にお某な遇モほど、鶴帖応をに動 
けるらので寸。®ホ性能に凌れたバカが 
フオーバーシ3ンを溫んだ 、どタターの 
カラ方セ日0。（化る•概く •録る> を一をで 
サつての U るマルチフヤ^。カラー 
になった1械3议バカです。 
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泻 00110 丄 OU 114 リ 

削田歷川部村藤野田お川：！島 

邮 pt ;; を阿の轉平吉お及山冲 

K PT 謠藤\ 

じ G F v ^ 加強 J 

哨旧お婿替 m 川本留轉 W お原 

本吉平遗.奸がお稱堀池黑踞 

^曰白 2 己 13 〇丄 4 214 


サィド攻壁で応戦ずるが力报ばな 
か可た。モ棠 GK の巧三の-好守が 
光った。(撰潮) 
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满お裂薬削/加 N 。)^ が縄遇お 


嵩日日月 633021 还月 
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郎 S {奢-捕 I ) 

S 垣迎 M 城間な扭取を麗島 

が- 田 」I f 吿 


卽新お宮商慶城知前な祈喜黑 
背〇 033 il 30113 2 
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0’； 平均身畏において差めある 
冲驰が、早い邸きかも攻華を吐か 
けていくが、広島も長身を利して 


のミドルシュ . 


:や、迹兹で対が 


ずる。 

を日本選ホを 4 人揃えているに. 
島は、恃に動ずる包もなく替々と 
マイぺ tK で如点しでいく。 

絕ホ的に忡縄縣が善戦した試を 
でありぶ扣峭の質茲陆らであつ 

た。矣澤) 


く，中盤大かが2なのリ1.ドを奪 
っわ。しかし杂良も島く走り、述 
攻でずぐに追いつきぶ転、その後 
は探姑リ J ドのお閒ボ概き前半格 
了。後半、大巧はステップ、カッ 
トィ' \から得点するが奈挂の-ずり 
が良く第は綺まらない。崇良 e が 
の瓷快なシユ I 卜、太分 U をサィ 
ドシユ—卜が光った"商さとバリ 
1の遇いが出たゲームでをった。 
(加藤) 

全神崇川3、巧 I ろ 
(神ぶ讯)。志—の、 


W 化堪夕 


0 …评奈 W はなち上がり 4 分に 
ぅまい邁化でホ取点をとり、ぺ t 
K に棄つてサイドシユ I 卜、ポ K 
トシユ—卜、述攻をミツタスして 
習々と加点する。封するな世は回 
いディブでン K 阵に悩み、速攻を 
ふかし，ベホル.ティ3スローをは 
ずしてを墙に峭いる。柴力时には 
互巧の巧于 I ムだが.、推爭マイべ 
1 K を風ろうと両軍お先の攻防も 
両者とも相ゆずらぬ解醒で.をった 
が、巧をは前ザ Q 朱点がどうして 
も取りみえせず涙をのんだ。种巧 


二一腰が会型 SC 似) W 數沢ク 


得 OG 903044已102 
^山野子口ず川□原月が井 

だ太巧—を出坪砂ん石纽鶴を 


寒¬ 


む义 I ) 


K 

G 

が田ぶ木関野野木原旧體义 
肺 藤々 み 藤. 
诚ち佐怕吉管おを聽半す化 
得 0 0614030 - 8 扫〇 




幻…タラプチ. —ムの強剛私 m が 
口本り I ダ甫なにどんなゲ^ムを 
するか興味がもたれたが、秋のは 
GK の妊守と、 R か巧ホ 2 名の退 
蜡中に原基をにけ、のかまでリゴ 
ム忆乗ってリ]ドを保っていた 
が、如巧逆に 2 をの退場者をおし 
ま尚に反擊され、请点 2 点リ.，—ド 
で前半終了。後半互いに持ち巧を 
発禪し、 W か：^点から L 点を争ぅ 
がゲ^ム、終^^畦前献坦は同点に 
するチャンスに痛魂のバスミス、 
シュ ー.トミえ で太無を领した 。秋 
巧 G 区のがずと畫毋のデずフェン 
K のちろさが目立ったゲーふ。 

亮聲 

栃の葉夕啦(助 H i 百挪拉教員 

〇…開始ょ.り-進-退のゲーム 
となった。巧か逊ぎょり栃木は G 
K 1 番めがずもあり虛'攻.を中むに 
得点を重ねた。-方、楠なも髓お 
にをゐるがお木デイフュンスを扇 
せず巧しい度甜となる。後半にん 


川 GKU をのがずが光った試合で 

ぁった。藝〕 

乂阪ィ I 化一 4 て闕夕 
ダルス 2 品— gj 日(山 U 】 


^0^0^56200000 
g 村野田$田化即下が本川 

びお中沖島抗岡中す聊ち嗎中 

を‘錯画} 
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vtj ，1 
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-赏の野野羽两 E 踊本谷本 

HKR 

け信ネモ破お大颜成勝 N 1化 
哨000;^0-3 0344じ 
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別 


〇…丽 チ！ ムともスロ ~^テンポ 
のゲ 3 ム展朋となったが、ボ—ル 
コント 0 I .ルに雖る大阪.がゲ f — ム 
有利に遇める。山口は、大阪ディ 
フュンスを'巧めきれずきしい展關 
だが、長岛の 3 蒂、 8 蒂を中ムに 
よくくぃ下がり酣平お願が？点 y 
1 ドで陵で。後半に入り、 W かま 
で一遮-遇めゲ T ムだったが、大 
較が 2 をの退爆者をおしながらも 
GK ^齊ぶ毋ずでずり当り要所を 
牌めた太阪め服利。大阪はディフ 
ょン K が茄く化省が必要。山 n は 
もぅ一歩がななかった。(還-廓) 

就同滕里邮 Nl ) 斐-囊巧 
(爱驻 11 

〇:.愛知は試を開蜡早々に千遮 
のバスミスよ.り速なで先取点、堅 
いディ フよン スと述い走りでを々' 
と加なし下葉を巧せつけなかっ 
た。千喪も 7 帮の□ンダシュ]卜 
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感大廊電薪 E 叢雜武會社 

ぉ m が i を渡适和美 

本ネ上巧お都品川区お五なお2 ^ 2 — 7 
電話の¢443) 7 1 7 1(火がお） 
當業巧化峭•仙む-太掀*に a 


電力畳計-電流制限器 
漏電しゃ勘器■訂器用変がお 
配み電盤-藍視制御装置 
タイムスイッチ 


挣〇 UO 6039リ16401 
引山伯川本巧がが丸巧州中 

丸担を映福ん玉金せ靑巧 

g 邮 I だ靑-励 I ) 

細田阳贤辑 E 川本国越坦沉原 

的ぶ吉平紐育ちお磁堀地需海 
得 UO 32341丄1450 


ぎよりパスのコンビがとれ昔々と 
加点した。一ぶ能ぶは、8祖の口 
ンダ シユ！卜とポストプレ— で反. 
をするも埼ぶめ ' G 広の美拽にはな 
まれ、邮ザ U 対日と姆玉リードで 
終了。後ザに入.り、埼ぶはを香を 
中ふに本歌の動きを啟りもどし、 
セット、盛戚と脯実に撐点をあぜ 
た。無本はシユ—卜が8ホに靠中 
してし おぅため埼玉ディ フ ユンス 
の固い守りを破れず？^对^::で埼王 
が腺利を框「た。婿本 GK のプ で 
イトちるプレイは大集好感がもて 
た。-方で両テ！ム遍わせて：：！人 
の退踢者がでるゲームには；為を 
泌する惑•しがする。(巧の} 

化かくさお品！；把なん上神崇川 


0 …立もぉがり両チ t ム呀っ 
くりとしたセットなおの戚開では 
じまる。中盤になりディフ立ンス 
力にやや絕るが馬が通をにつなげ 
U 17 で前半終で。後半、跑頃も 
能 彼をみ心になおするも、強化さ 
れわ禪馬をくずすまでに至らをか 
つた。群馬のデイブ玉ン K の腺 


絳了。後半もをなめポストに如を 
とられ出足の醒い神溝川のディフ 
王ン K に対し、杂度は早いパスを 
つなぎリゴムのあるなおでり]ド 
.をキ I プした J 利奈川も最後まで 
をきらめずよく戦『たが、前半の 
蒂を喃血るにはなおなかった。 

(梁藝 

大同特王'化 — 9一 g イ I 

2 立ム了 


辣 權 


グル！^ 
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U - T _ 


:清中口野実原本川ホが井 


上柳巧田小柳乂中お蒲商村 
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^背の野野羽西 W お葉かぶ 

伏信本千堀おぶ损成滕 一 il 辻 
'巧00 U 2010 6 0 G 4 
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0:.前半 W かまで愛知 T が〇と 
リ t ド、お厮は愛知の堅尚なディ 
フ L ンスを攻めあぐみ、 I 方的な 
ゲ—ム展龍になるかと化われた 
が、太敝も述攻の于ャンスをつか 
み'得点の取りかいとなり、前半は 
化が9で格了する。 

後半に人り、大阪はデすフ壬ン 
ス でよ く頌谣り、概力 ををかして 
⑩勸きかを加点、？かには一姑 W 
尉；2： と4 点#まで詰めょったが、 
愛知は大型の遭宇を中ム とした セ 
ツトオフ正ンスから加点、インバ 
チ IH ンジをきめ、 が： おをも 
ってゲ I ムを遇め邹で格/す 

る。量山) 


Q : 立ち上がり禁良の速さと离 
さのある攻整が孰を異し W かまで 
に7がたとリ]ドしたが、そめ 
を、怖を川もリズムを取り属して 
サイド攻壁、速攻等で度をし互角 
の内容となった。しかし奈なのお 
身遵手にがするデイフン K が甘 
く、除々に基が排去」化対9で前半 


莉。〔坦巧) 

韶技研朋(贴 M ) け愛廣速拔 


得〇円1了け oiil 34 0 
野山巧崎井佔安聽聽八ム中編 m 

^福塩麵上神永加お神西高賴 
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苦，3保改 


班灿尾木粗井岡 k み盛木野本 

輔々本 

巧大毕些 1- 立疊语ぶ辈化巧坂 
得 UOO 311417- 。 5 扫 
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〇;前平立ち h . がり、愛媛遽お 
のパスリータ愚く本田技研にわて 
続けに3点.連取きれる。愛谴もょ 
V 追い^げたが本巧が研の堅いザ 
りに喪服：！が幽けずが窜に点塞が 
閑いていった。をホも脚山に勝る 
ぶ田技巧が着々加点 L 試合をちの 
にする。裝業尚チ]ムと運おチー 
ムの差がある試合だった。(橫賴〕 

大—気其 3 U ) じ騷お硏 


背 0 0 3 白 3 7 U3 iool の 
咖巧田賴在田野田禪^^略野 

^た睛斉東武長廊が乂货を口 

狂 弯 -1 强門 
上祈に、水永埼もが江田〇 

仲 ( 

田真人松思岡を中髓な_ 


>4 LU 500 70 UO 


7 


0 …両チ t ムとも パス ミス、シ 
ュ t トミスが 楠を*やや 動きの邀 
い展即であったが、埼玉は4巧過 


0 4-5 4 〇 5 ^ 72 KI 
剧睛下出先山本西出 U 木な 
城 岸 
|.高ぉ川河^小大淹歸を 、 


[K 
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だ f i 


f 巧四 
^巧谷醇搞野本原磕巧野鹤部 

is 宦賴化媛上根藉遠か营异阿 

巧 G 〇2 352 i 34 2 01 


が 

門 

の 


つても福むほ術木め速い玫みをず 
りきれず点差を開く □福なもゴ1 
ルをわらぅが好ずにはばミれ点差 
をつめることができない。振木の 
連い攻めが楠風を上：り、福な.も 
頌張.るが力たぼずゲ I ム終了。 

違趣) 


ぁかぎ夕の品巧を贴ぉ 
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場永觀藍典^ Ms } 巧 111 揚が 会 

得り 03 り-—014一け 

則山野 子 n 子川 n おお配み 

じ大のを 田 坪砂山が 聖賴を 
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P 、 ぉ， 矢渾一 

F {請驚 J 

城隙 山 柄稽本智川原本本 

帖大井池を植鷄ぉ中植お出 
箱 C 5 Q 9- 7 2 4 4 U グー2 4 が 

Q …辑永のかたいディ7 L ンス 
に一二陽はなめすが単調に化りシュ 
1卜が雜になって来た。-ち、强 
をは速がで加点し、屯ットでは4 
蒂、3甫を中ムに身：ちの轰を生か 
しで得点していきが半；518でが 

了した。複半扛尚じよぅなベ！ス 

で：方的な試をで去ったが、： n 本 

をた或する洩永のマ- KI の惡さが 

自立つ.大会で友-る。(髓化- 


あかぎク 


日、巧 i 


2^ a —^ 


揖 uo 扫 IGOt 2 7 u リ。〇 

钉搞下巧先山ぶ南化 U 木異 

^ 岸 

^な河 t 小太席踩名 

ふ .貴"■•上文睐一 

] 屯 巳毒ぶ井」 

削原口藤村4^製田山が山浦 

；2諫野晋趙お今裔岡果，わ寺；二 

得000む月6520 U 么日 


〇…先な、碑おはスタ—卜げ調 
で3連梳ゴ J ル、一で、柄木は轨 


擊のリゴムが化ず苦しい义タート 
とをった。彈馬 U 番がを守し进な 
に山る。 ハタ！ ンが踊やかでをつ 
た-振木は禪点するが邮ホだけで 
退場者4人となり、リゴムに乗リ 
切れない。後半、侦木はリズムが 
馬り浅り日巧頃に枕2点基、4分 
には1点基に祖い L げたが、ぶき 
な所で化帮がお牆す凶遥場)ぷ 
看できをい。帮馬はなくボ—ルを 
凹し、カットィンでチ*ンスをも 
のにした。才—バ I ステップ、チ 
ャ（グンダが両于 r ムとも目立つ 
た。〔加聴) 

歸技研器 N 1て太崎軍気. 


稱〇 〇 5 2 〇 〇 4技5 〇 4 3 

剧烟尾木救サ岡上井盧木野本 

^大中お三菩豊尾玉粟立田が 
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巧田驢化田野の损迫於幅野 

けお厮井#武長槪松遞大言星 

巧〇 〇己2ツ11 U ' U 円ひ12 
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0’： 4回戰となると y 本り[ダ 
'部チ—ム同志が腮ち残り、試な 
の中にも商度な技術がぶぅけられ 
が常に迫哉した巧ゲ T ふでをつ 
た。前半' 1一巫は、埼玉のミスによ 
る逆速攻と GKi 晋のすけらしい 
守りによって悄点を重わ W が3と 
大置をつけ故了した。幢半埼玉な 
リ"をを中也に捏い上げげのム—ド 
を巧がかろ.かがわせたが、前半の 


大星がひびき遇おすることはでき 
なかった。(小川：) 


P T ( i = 誦)加 


わかく 
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禅 OU 日20334 d 40 U 
引山お W 本巧がが丸旧が中 

T 化にを阪福か玉金が菅田 
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尉ぉ懦中口野陕原本川ホが：4^ 
は t 视田出ル柳大畫蒲お‘神 

导.り〇け 


甚岛 

- 6 5 2 〇 K 1〇 
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りシユ^トカットからの述か、セ 
ブトでは日醬を中、むに点羞を山げ 
たがポスト放些でのシユ！トミ K 
が目立「た。京島はずゎが嚴く过 
齒者が多く苦しんだ。〔結城) 

可準決勝 

谭織柴主拙 U . てあかぎ夕 

〇‘：閱谓地の期ををうけて、巧 
馬は立ち上がりからをプレーがつ 
づき强をにおに必化おくい下がつ 
たが、余おのあ-る広島が2点棠を 


间 uoulol3ion26 
削原 n 廳行が井.梨田山井ん浦 

一謡滞靖越水 今 高岡栗ちを 一二' 
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G I 

輔蟲上前稱本質川昂本本田 
械大井池主题韻点中程お山原 

得円 UK 4-4000 i リム 


〇… ぶを上がり禁提はよく爾く 
もシュ— トミ スボ目なったが、大 
尚のディフェンヌめスキをつき、 
ピ需、7南、8番の連綿ゴ—ルで 
巧が6対4とリ4ド、しかし、大 
尚あわでずをなめミスを速攻に帖 
びつけなが I 遮 I 過、巧り5か日 
番のロンダ、6をの連揣サイド稱 
点で wtw 火巧リ"■ドで前半終 


つて摧卞に入る，’接半、.决めを 
を化し蝴「た巧馬はよく惶闕した 
が、指々にに島は基をつけてふり 
切った。ホ観おのもとが巧にもり 
上がりをみせたがゲ f ムであつ 
た"(北井) 


4 くい下がるも点差は施まをず前半 
を終了。後平に人って、愛知は克 
が串にマィべ IK を；収り屋し、□ソ 
ダシュ—卜あるいは.油化で点数を 
言ね引き解しにな础する。これに 
対する一一一莖は、極れが出たのかみ 
ザともリズムを孔し带部な攻めで 
GK のがずにはばまれる。前半同 
雜の圧盛な岡おと脚山が持搞ずれ 
けと错しまれる*要知は後半-ぶを 
上がりめ酶貝どころをとらえた巧 
戰蜡ちであった。(お裙} 

V 3を決を戰 
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〇;互ち上がり疆知は、たでつ 
づけに装ををとられディ7 H ソ K 
のリ式ムをとるのに"が労する。一二 
重はこめ間をぅまく利巧して3点 
先けする。しかし、 W を過ぎから. 
愛知もリズムを取り一成し、日香を 
中山に述玻でロンダシュ1卜で萬 
々加ぉしリ^ドをぉっ。これにが 
し二重も速かとボブトシュートで 


巧 102003 261 6 2 
g 畑拒木；^井岡上井屋野本 

S 太-^悼三喜豊お玉栗苗诫 
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01前半三宣は进なをどで着々 
と袖鹿する。-ホ雖馬はサィドシ 
ュ—卜などで得ぶし、 i 点を争ぅ 
がダ[ムを展閒する。彼サに入り 
ご-追はポストブレ[ホ速がなどで 
チャン义を確萊にものにした。带 
巧はノ f マ r タシュ I 卜を挥 IlfG 
K に巧捕をれチゲンスをつぶし 
た。中なよりロンダシ1卜など 
で追い上けたが迫いつかず試合終 
了となった。(读川) 
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语化立] C 立ち]得 

中寸〇 

术 u 
姑3 
原3 
居|2 
□ 0 
田3 


S 擊對 GK ! 


4ぶ高|| 
5梁原 
1西山 
3止違! 


票 

雷 

山 


(】手ホい; FP / 賴 


日前出 
U 祐水 
2吉田 
0を沢 
〇藤田/' 


等 

割補 
田地 


喜ぶ-山1 
を巧3 
を藤 ‘ i 
fX 口 7 
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が年男子み勝，湧ホが大同戳 


阁 OQ'7 曰 421 U 円 U 41 

城廊 t 駒賴本驾 W 原本本旧 

顺大ホ池を禪盛お，甲梅松山掘 


/ I / 

則 

>■ * 


髮 .3 


刷が簡中口野愤原木叫か：せか 

忧上獅旧由小柳大やホ補高が 

巧00042302 i 410 


V ホ腺 

洒ぁ繁削品て穀洁刪 


日…スローオフより級しい動き 
で欢聖を継結する.目なが先け。7 
か過ぎ靡本は堅実なプレ]で逆転 
したが、すぐ同点となる展閣 。 n 
か絕木2点差とし t 舉梅を提るか 
と見えたが果たせず、逆に除稱损 
ホが2点アヘッド。しかし熊ぶは 
あざやかなスカィプレーで前半 
同点。雖ザも「進 f 遏0嚴邮で K 
夕！卜。3分過ぎ賴本3点リ r ド。 
この後-•栃木の PT を好ずした龍 
本 GK のがおもあり，盛ずにをお 
肅を掀り馬した稱本が條々に点亲 
を頸いてか離した。(お井) 


0':‘ な'ち t がり、両ナ ー ムとも 
約5か指点がなく、.そのをに島は 
3靑の.ミドルシュートで肴々と加 
点しぺ IK をつ.かむ、去れに见し 
愛知は日蒂めシュ—卜がことごと 
くはずれぺ t K に栗れず前半を格 
を a 

艳半に人け、愛如デゴフ E ンス 
が強くな〇1時は"ム点亲までつめ 
たが、をの瑕ぶが頃から巧びに島 
がぺ ek をつかみ腺利をものにし 

た。(町扭 


イフニンスの中にカットインでき 
ず、ミドルシゴ t 卜だけで得ぶし 
ているが、溃城もな.磐に決めをが 
をいままに終った。搔半に入.り、 
茨城のサイドな擊がぶ巧した所か 
らリズムがをくなって若々と加点 
した。福姑も或く走ったがパスミ 
K ぶ多いめが目についた。(町扭) 
02回戰 

摇謂型、巧 I )則 n 農木 


成年女子 


V !回戰 

isif が ( n で請 r 


得 U 〇 1- 2 t 。 -。 .1 W 4 6 3 U 

:胖吐高原山星な田冰凹很巧 

m 椿摧太藥巧 H ホ前清ま井聰 

郎苦. n ) 

扣山棉晒^:尾原旧の 
姐ケ 原 
碰小晶を小間中牛滞责披 
得 OC ; 21 UOUO 201 


〇 〇 g 扫〇 6 2 i 914 2 


国と 


中川本旧 E 崎西山玉 


j L が中八お中山大丸小 


2 

扣 

T 

F 

_)■ 

■(- 


K 
, G 


苦‘禮) 


^本川淨巧を銷川滿上瀬旧巧 
け 楠 昏 
枯山石みおな田釉松时黒*髙 
得〇 〇 〇 〇 〇11む〇 3 〇 3 


2 

3 

N / 

1 

-C 

T 

P 

〇 


〇;日な酷木は、闡始直後7带 
がミドルシュ I 卜を決めで快調に 
スタ t 卜した。禪山はディフでン 
K ががく、バスの.スピードと走力 
ををかした述をを主としてを彩を 
なめで得点を重ねる日立栃木の7 
ソサィドゲ！ムで、前半全員得点 
めじがリニ」終了する。 

徳山は、後半も日立の速ぃ颤急 
にとまどい、ディフ王ンスの壁を 
破れず前半同撰のの容で日本り 一 
ダのチ I ムとタラプチムの力量 
差がみられ、禪山は黯.館まで試な 
をすでず香戦したが、はつ查りし 
た-方的なゲ J ムで日立栃木が順 
当腺ちをした。(島山) 


S . 番がおサイド.からシュ ー トを決 
あ先巧し、その搔4点灌取する。 
しかし、をれから， I 遁『逍の攻防 
•がつづき愛磯も上く顽啸を早くし 
でディフェンスを茄報り、 I 特は 
6巧3とゲームの巧ホを持たせた 
が、彼3雷を中、むとした北国誤 
巧が得点を引き離し前半を終了す 
る。後半は走巧シュ—トカ等に 
腊る化國銀朽がよく走り加点し、 

I 方的に煤る。(增出) 

日ぶビタ日/口1目一了んネカク 
タ ー 

(波城) ‘ 


5400705112 
上が棍川田腺嗤帖谷扯 


得〇 

がぶ 

5地が志を種長門下ぶ染化 
J K ぶお，後難一 

夕 G I F _ 严お屬田/^ 

It 廉あを部巧林旧原聴が 


1願 fsu 互聲 m 議謂げ請 


5 

2 

の 

T 

P 

り 

7 


〇:前半閣悄を々に北国跟巧は 0:.前半は福おの攻おが巧予デ 
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班夕班(獅 N :;) 日閒-他.寺 


(群更 


(北海道〕 


得00.19 W 423 了47日-的 
討嵐左被を筆ゆが本嚴千洋る 
綿十磕橋 扣井お 
けが商高太±おか山悼ちおち 


氏 

G 


菁山ぶ浦) 


:鹿戸川田山體な本 
^ホ桶を米館がみ縣 

巧〇円〇 2 2な1 I 


__^ on 5 HOO 201002 
罰下 W 木田巧崎固山王原 

H 巧中几和中山太丸か柯 


T 

P 


広 

G 


ITP 


TO あ木木杉の建液辑添橋野畑 

し髙松 i 前巧馬ず W 商巧巧 
場〇 〇 〇 9 〇ひ己17 6 n 〇 


1 

2 

リ 

T 

P 

つ 

8 

2 


白…地力に腺る群馬は邮半から 
ぺ] K に乗って試合を遥めた。哥 
提の得点は庸なを主体とする攻撃 

によるものでセットホフエンスか 

らのか華はをまり具をおなかぅ 
た。北爾追の玻をは辟馬の守備を 
攻'めら' れず、ブロ—ターの単発シ 
ュ！卜はぶられるものめなかなか 
得点を背ることは山来なかった。 
楼半に入るとお贿のぶをもぺ t K 

を薄とし也タトから'のが醫ボ多く 

をったポ、それでも確実に得点を 

重ね化祗道を圧倒しわ。(菊地)'‘ 

1 S 醜 f Kn )。 北 向 助り 

〇… 立を上がり如ら大販はだ 川 

の.エ [ K 3 香をマーッ J マソで 守. 
り、苦しまぎれのが川のシ^— 卜 
を GK の 好守から瑶攻、先ホを と 
る。石 W はわ-はってけ か 過ぎ逆転 
すをが大阪も盛 b おして一遇一 
退。やや力に愛る大阪が3 で 
前半お/。浩华も先宁をと りり— 


ドを広げよさとずる大阪に対し、 
右川もミドルシュ ー トが旗まりお 
しで化あに追い上げるものの、蜡 
な力にやや僮る大蚊がな粥に点巢 
をつけて振り切った。両チ f ムと 
も日本リーグ同±で坦みのをるが 
ゲ t ムでをった。〔北せ) 


H 本ビタ 


夕 I 


辟〇 

づ巧 


リ 


i け I 
_ 


5^40602020 

上が根 W 田腺條藤谷田 


巧渡が志中：^門下遠染池 

K PI " 替.上义保一 

G 巳> 化—也 

r ? 添毅田巧井村永田鬧山ド 


わ畑大原.竹ホ中增太帖痛が 

皆000922化3円2 ： N 3 


動きの搜くなったを知は、あ越の 
2 人退場時忙 3 点差と リ E ドを攻 
げるが获城もわばりタィム了ップ 
寸前述巧で同点に超いつく。第- 
班居日が日で带 li 值長に人る。菜 
二延おの前半2対，りでリードした 
玻城がおばる愛如をリ対抓でふり 
切づた。巧がのをるずがらしい試 
をでを「た。(羽旧) 

P > 準決勝 

立む扇里 ns ) 巧光電ク 


U 1 プラザー 

皆茲绞 


ぉ 

の 

T 

P 

» 

1 

t 

如 


得〇 〇 〇 2 6 〇 Q 〇 2 〇 2 3 
引亂左敏を筆ゆ林を雜モがる 
^十橘橋 み 派井が 
けお商萬大4^をか山ををがホロ 

K P 一、奔•後强一 
G F 一/.谭島己 


I 島旧、 
巧村木お原園日巧山が穂□日 

化；！！：^是柔亀山數喜晋近を橋 
'巧0円白.0 2021247曰 


〇…立ち-^がり、进却はディフ 
エンスが巧く退踏省ボ嚇おし、ぷ 
城がその隣につけ.进を y が3と口 
] ドする。しかし、欺嫌 Q ホ—バ 
E ステップ1パスミスに来じた愛 
知は、のか過ぎに同みに道いつき 
U 対 U で前半稱了。を半に入り、 


化。蒂嬰 

如けビタの{巧か)§3大和韻む 


培〇 1 S 30603020 
d 辺上が根 W 巧驗嫌藤评田 

巧髓がおや擇長門下逊報油 

邮—罕 m 

けお松鈴若前巧辑天川高西抽 
哨〇02日00309300 


閱 

が 

T 

P 

巧 

猫 


〇:-ぶち上がりやや動きが堅い 
稱本に对し、群馬4需のステダブ 
シュ I 卜が鮮かに決ま. り. 地元の大 
黃援を露け；ながらスタートし、ス 
ピ *1 ドに優る照右が速攻、ポスト 
.で加点すれば、郡馬は4常のステ 
ップシュ ー トで追い上げ前半を9 
お5熊本リードで終る。懂ホに入 
つても帮馬のすばらしい開志が随 
本のあせりをがが、如か過ぎには 
W が：^の同点とをり跋欺の巧方は 
わかをなくなったが、瑞本は^ン 
バーを太幅にをえ、デイブエンス 
もよくなリ6点速取で隙ををかめ 


幻：立ち止がり両チーム I 遇1 
退の巧陆、がせ過ぎ祗城は6つの 
述なと1つのペナルティー.スロ ー 
で7ぶを遮取し試合を捜位に遮め 
た。後ホ、励きのたまったお棘に 
財しロングシゴ ー トが決まり始が 
自みたちのベ T K を玻り雷した火 
阪は、述攻、通攻とな第に迫い上 
げ別か1点差まで汲城を追いつめ 
たが、が城も必死にずり L 点著の 
ままで終/の常を關いた。前半の 
得点サ丘が大きくひびいた試合だっ 

た。霉酶) 

03をみち戰 

大が鍛巧蝴{扯ぶホ竜ク 

0*:立ち上がり醒さの見られる 
群搞の-ディフ王ン K ' をつ'いて火吸 
がザイドシ3 I 卜を找めたが、骑 
馬は3兌過ぎ大阪のパスミスから 
0迸なを3点連输巧め、：が半はそ 
姑を I 造一退、3点差でお了。怪 
半に入リ、火阪はロング、速な.で 
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得 000250004343 
g 显左撤手軍ゆ林本强モ萍る 
g 十橘橋 み 於み奴 
£な商苗ホ±松小山搞吉松吉 

K pf を • 藤 m 一 
G II ぶ一确巧綱 ， J 
m 浜本木お巧連確鞋涼榜野畑 

高松飾若前巧属•大川高西扭 

巧打 034037 2 430 0 


032円51丄〇円〇 

y 辺主が賴 W 田鹏储罐辞山 

巧渡がお中枝長門下进祀池 

帥 ¥ i ) 

1;^が木歧晒園口田山が聴 n 口 

.3 お荒是虽跑山觀を升おな鴨 
巧〇 o ' りひ iofi 4123 0 


^円05円 30 G 日420 2 I お 
風野本於井江欲 n 野が坂井一 

i 小诚邮巧細現川み上巧今-化 

-"に 尸气？果城一 T 
G ドV韋内曲 I P 

I I / _ 

に C 


W 田.中旧 T 井地井サ 
机が か泉- 
U 瑶が吉寺を知中村 ホ. 
得〇 〇 16 6巧3 n U 〇 2 3 . W 

0:-相をに荒いディフ王ン义で 
試をが姑まり玻塔にミスら多かっ 
た。前$頃まで化淹遍めリズム 
が悪く石川の楽驗かと谭われた 
が、リズムを取 r た那海遥が追い 
をげじ対 S で前半終了。後半おの 
止まっわむ川を北海適が終/5分 
前にとらえ好ゲ—ムとなり.地財猫 
で征接に入る。頭長壊半に入り、 
百川3苗のロングシユ！卜3得点 
でリズムを取ったち化が聯利。 

(又保旧〕 

を神を川巧 1 9でえひめ- 
(巧杂山玉に！ 3て(愛媛) 


得〇 O 0 31 U 白2 30 LO 
川山旧丸芋田井本歸強が本 

$中を-野むみ粟读ムおげ青山 


郎 谭無) 

別浦禪本麗 W あ田川战旧碟姬 


神 


較巧森睦堀潭苗がお飯舞石 


得〇 〇 2 2 U 6 2 〇 〇 5 7 C ：- 別 

CT •えひめは立ち-上がり、2帯、 
7をの话摺で日がり"とリードした 
が、守りを尚めた神禁川は，5番、 


3番、 W 番のコンビで W 分には W 
ぶとし、サィド、ポスト、スカィ 
プレ！朵裕のあ，る攻堅で加点巧を 
川ぺ 1 K で職った。えひめはがホ 
終了瞎前に2人の退掘者を出し、 
な後プレーに睹みぶが奴け晒しか 
っわ。しかし思後までゲームを错 
てず蘭吸ったえなめの裡閣は裔お 
もの意荒をおし好廳がもてたがゲ 
j ムでをった。 (背木一 

▽ 2 回戰 

化 I 牀ェて愛知還抜 

输頸 1 


^OOG 己 03 丄 ：：1120 2 0 
rr 十：口本山垫田両中が巧！一巧下 

じ秋ぶ片巧义ホ鲜、あが f を 

帥 凹審‘刹 £} 
的本お見松田賴綺がホ上ず坂 
^瞎長吉平禁加宮畔酒がこ猛 

^5£〇〇2 3円王丄玉10白己 


日 

リ 

T 

P 

4 




T 


巧 


0:.なち上がり、ベ—义.のつか 
みぬ愛知ほ梢岡に連姑3将点を許 
しわが、相モのミスを述攻につな 
ぎ日分には 3 的 3 の同ぶとしわ。 
しかし、その褚福關めディブふン 
K を思ぅよさに破れずじりじりと 
引き雕した。 

両中}ム とも 吏に よくき たえら 
れてはいおが、ををよく化ったデ 
f フュン K を K ピ—ドにめった玻. 
單を 化かした 福损が除利を もの. に 
した。(後韓) 


なちはじめシ^ t . 
よるブグイン*ブレ， 


‘も罷本 G 区に 
，ではピまれひ 


き離された。(ボ翻- 


か年男モ 


¢>1回戰 

愛詔單お。で 一 了でお湯骄高 
{或知.一3品—這2贏山〕 

得〇リ3けが了り Dio 

。沼猜聴沢憤巧驳睡平 

離大巧高が是育松甚もお 




¥ . S) 


g 本船見松山麗筛お井 t す坂 

げ橋長吉モ柴加宵野酒井こ瑞 

04533237102 


0 •:愚沢高は巧.ニロングシユ 
f 卜を減つが今ーホ.狭め手をか 
き、一方、愛'知遇拔は GK 1 番の 
巧三にわたるファインプレ]がぶ 
られ戏ずにわた〇目についた 。 G 
にからの速なにより肯々と得点を 
ぶ I ねた愛知逆抜の楽瞄であった。 

(乂靖> 


車で 


(だ川) 




、け 川でな海追還 
ードパ〔北南退) 


4点迪軟し一気に逆転し、禪馬は 
日み.過ぎまでノ I ゴ I ル、地力に 
撒る太阪がをの懐も禅ぶを電わ瞄 
利。地元硝捐；：番の一兀気なプレ— 
が H 立った。(.鳥田) 

c > な腸 

立が—丑に^ビク 


cy . 巧 施が先敢しでゲームが坤 
じまり.両す I ムとも固いすりと連 

いボ！ ル姻 しで‘ン]ゾ]ゲ ！ ムと 

なる。茨城は3巧め Q ングシコ I 

卜、 W 背のァ’シストで化ぶすれば 

稱本は日帶、 7 番め活箱で遍 ぃつ 

き、 そめ 幡やや绵本べ—スで 前半 

を終る。祗斗に入り、補苯お述攻 
がょく採り、.方巧城にミスが目 


— 12 — 
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25 ( 1 )PT む ） Ifi 


先進のテクノロジーで未来を開く 


特殊鋼鋪が鍛鋼品绩網品 
帯銅品工業が•機器その他 

本化：ザが日ちを屋ホ中区鋪 J — ii-iaC 巧絕ビル ) 
電おけな） 201 - S I I I ( 大巧表 } 


^夫同巧蘇が 

化お取摘投化お秋 ffl ぶ離 


▽3 化み定戦 

埼 E 遗抜の/巧を迎 

^002105010250 

川萍淵本藤川お旧川武の雖矮 

懦お席森も堀請當市ホ披專ち 

凹 tgi ) 

制が原田原補利消鹿橋 m 木部 

£ふ一二戸装格萬普加閒が鞭阿 

呀003 L 10110 6 5百 


Q …両チ t ムともロンダシュー 
卜めなち合いとなり淡々とした試 
な通びであったが、埼卫が巧が 
と i ぶリ J ドで前半掉了。數半に 
人り、埼玉は動きが技くな0 ロン 
ダ、ポスト、速或と自巧自おに神 
进川ディフ王ン K を破り着々と加 
点した。一ぶ、神與川はノ f ヴ— 
クシユ—卜、 PUITC をことごとく 
相手 G 区にシマットアゥトされ自 
‘減した感があり、結陆別が化で蛹 
玉が腿利を据ったでやや輔志のな 
い巧お H の動きは残なであった。 
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川サゥスボ]日ホが連続3得点、 
そのまま种请川ぺ]スとなり如が 
H で前半飯了。後半も前半同核补 
奈川ぺ TK 、 摇を的に言えば袖兹 
川の粗舰的ブレ t にがしおをは恼 
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れを埼ぶが得捕に稱びつけ：：；対8 
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をあぜ優位にたつ、しかし、おが 
も巧か2蒂の.ホットイン プ レ— で 
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ポイントで逆」松成吗前半はおお 
1点り] ドで. お了-を 毕即賊 藤を 
稱島の ポスト ゲレ t が化まり.西.度 
同点。その後、福むは2点のミド 
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V 2 回戰 
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始'辟より.スピ ー ドのをるプレ I . を 
霞開し、両 G 技のがずにより見ご 
たえのあるゲ—ムであったが、広 
島は3か、日か、8かと2善め活 
曜でぺ]义をつかむ。まわ、石川は 
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1人诚しいと思う。耻海遵巧左剌 
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あぜるが、北池造還找はすぐにボ 
ストプレ I で返す。-兩ふ V !ム 0| 
日防御で‘技くずるが、スキをつき 
む叫はサイド、ポストへと良くボ 
] ルをつなぎ筹々と得点を重ね 
る。-方、北淹道は左利きを2人 
揣えてがが、 3 まめペナルティ、 
ミドルで得点、主荷2番もょくア 
シストでボ . T ルをつなぐがミスが 
目立ち2点差で前半深丫。後半3 
'分頃まで得点の入れ合い、 W か過 
ぎょり石川はなめ'あぐみ1点差に 
つめられる。そして日香が追場、 
この間に北海道4番め口 .\ダで同 
ぶとするが、述に今度は6ホが退 
端しム I ドに乗り蜡れず結局 2 点 
差で.終了。ち川はよく辛枯してず 
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H ンス、ダブ ルボ スト、 ホフユン 
スで試みがお開された。評馬は地 
ち応援が多いせいか固くなり、前 
ザ日か位までなかなか得点するこ 
とができなかったが、2禪、3を 
の長身ををかした多彩な攻單で、 
じか頃には自巧1とその基5点と 
し試合をりードした。爱媛は郎馬 
の蜂いディブユン K の前にバスミ 
K が多くなり前半げが2と肆馬が 
太きくリ]ドした'。溃半愛媛は、 
動きのにぶくなった辞提に対し、 
スピ—ドの ある 攻撃をみせその差 
を徐々につめをが、前半の得点差 
が最後までひびき巧が日に終つ 
た。帮馬はもう少し速みにがして 
研究す る 必要が あると 思った。 
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〇 …両チ！ムとも立ち上がり回 
さがみら片た。巧馬は2蒂がマン 
.ッ I ぎ.みにずられボ1ルがまわら 
ず巧戰したが、自分をフリースロ 
] などで得点ぺ—スをつかんだ。 
*方、冲舰は5^4.かすぎにべ十，ルテ 
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具 


ご入をキ髓きも防単です。わ矣啦にお巾化みくだを L 、 


を 


募1集1中 


おち:化いをいろいろ 

•巧々のわ支化ぃがラクな 

リポルビング化い 

ず巧おな L のおトクな 

一回化い 

•わポめはぃま、おちれいは 

ボーナス ー 巧化い 


一^邮 k 域じよリを巧っていな、、場を 
もございます。 

お申 L 这み、： M 巧いをせげ、ジヤスコみ巧 
ホービスカクンター又は、化を爲じゎたず 
わけごさい。 


り 

ジゎス3 


ウェア 

み… mn ぉ I みぞ nsRKn iteerx 々かじド 

八ンドボール シユース 

odidas ぶ oti なも montbla^jc 


aaidas ^ ぐ,1 CL 叫心 fc 户^ムん 


ポール 

Mwasa 

molten 


A I スポー^ソの通信郎売 


巧チームはユニホームから 


B& ち■カラー.サイズ-む ■*» をはっき なお、 R 巧巧巧に苗じ台わも*い AA にごぶ 
りと。 柱巧■氏ち■年令- S 技巧弓を巧忙 みの S 义ご去をいたしホす。 さち日00円 
のウえ、場を■巧てこ送を<ださい。の日 け,000巧 W よお两い上け’の方は K 巧 T す） 
巧ぶいにしまで， 


I 削をユニフォーム I 


上下 j ., ot の円より i 子ームん n J 
-け<"バ ■' f ダ； I 
•みゴ>■ゴム -7 サカ 
■ レイ 

オリ t 
せんか/ 


孤 S ) 护强□化 

(が A I スポーツプ03クト 



T1E0 ■を1£&な[2れなょ'16-< ¥1¢ビル？ F 

m03-350-1054 
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ひ•と•つ•の•窓•口 •で 

ダ’イワは、信託到が営ずるュニータな銀だ…。 

お金、信託、企業年金、財形、不觀座、外固為替な 
ど、ひとつの銀巧で帖皮くお取扱いしビジ本スや 
暮らしにキメ細か L 、サービスをわ商けしています。 



巧盖ら 
飄も... 


おなたと巧 B を 


大なお巧 


•第3回アジアハンドボール選手権大会詳報 • 


韓国強し\堂々の初優勝決める 

1 日本惜しくも決勝で敗れ2位 


日本；：：ンドボール紐会強化部長 ： H 


第3 巧 了 ジア A ンドボール 還よ 
棉大をが钩插 .ソウル 巧の化さち 

. Ja 日の一一巧色 y oyman 巧 slcm で 

1 9 6 3年0:月お：：！〜 i ：： 巧 1口の 
7日間巧な われた。 

如ホ山ピー叫み吕ぃ一一 Foly 
め iu 目は19 B 肖ザソウル•ホリ 
ンピックの-粒の^インスタジ T ム 
等の施戲の一つでちり、バスヶ V 
トボールの-基場で もある。集窗人 
島は 2 ぶ人にもめほるといぅ大き 
な K ポ ー ッ赌設 である。 

關を式にはそを約半分のーガ； 
千人ぐらいの人々が人り.、太会を 
盛りあげる のに 巧かな人数であっ 

ち 

試 かは、 A ダル ー ブ 日本、 バ ー 
レン、 カタ！ ル、 ヨか ダン* 技グ 
ル！ブは、 タウ ェート、菊尚、サ 
ウ ジアぅ ビ了、ホン31ンめ計 K デ 
1 ム で、舞 ダル— プお t 四靖の鑑 
当りめ 右 巧をとり、をダル—プよ 
り i を、 2なを理び、 度 梭时に 
は、 ダル ー プ 問む 一 拉、 2なとを 


い、か晚.進化を巧めた。 

その結舉， A グル t ブな1な日 
本、2をバーレン。 

おダル I ブは、 i 位韓国、 2 位 
タウよ t 卜の顺となり、牵決睐 
は • U 本がタウユ—卜、睹国がパ 
I レンで争われ、決隙は、を湿通 
り R 本と背巧で韓国がお一けで初 
感陆を遥ばた。 

なお R (.口.)满衆1!0りり 
B ダループ 

辟 国里で虹^叩 ir ? ヒ八 
誓判日本 b 义お恶な 
化ホ晴化 

体型がには、！：诗同じよぅであ- 
るが、 ホ ウジは西溝である。 ブ 
レーオフ換、裤尚は、‘ m 3 第泰ホ 
肺4尝徳着、邮5;:^大のタロ义 
ブレ！ によってあ P けなく 得点ず 
る。•一方サクジは、抓 W Talal 
式 . A でミ h で目をみ-むとしてボ] 
ルを左也に混脚して、防禦禅の中 


にボ t ル持って A ぅずいく、欄人 
指を中屯とした乎！ふ‘.である。- 
方辑国は常に邊い攻撃をするす一 
ムであ-り、前半で試をの嘘破を決 
した磕があった。しかし按平サウ 
ジはなり直り、ポストプレ.—、ミ 
ドルシュ！卜をるいは'サィドより 
语点を重ね、韓国と.丑巧に戰った 
が、一則ホのぶきな语点の-邮きを締 
めることができなかった。 

韓国チームの监 U 萃を源は咸校 
をながら' 输江が芙酷め{八をぅめお 
利きシュ—卜をよく巧め乎—ふに 
賈卽した。 

H グル1ブ 



i バ 1レン 

AJi Abdul R 資口 g A1 化口畫 
MEWWa'm A-.h 

クウュ I 卜の一 お的な 試な とな 
る。クウ正！卜は丽半郎 点を举 
け、 試な の-大教 をがめた。 クウ ゴ 
1 卜 は、 長身の批化呂 ajetl Ea - 


khk をみ、むに、と、ドルシュ t 卜、 

ポストより巧シ^1卜、サィドシ 

- I 卜を次ぎ化ぎに被め、丽半の 
はじめに隔なを扶めた。 

一方 ホン rs ンチ]ム.は、からだ 
.もルさく、ボ！ ル テタニ ダタ 、特 
にお砸的巧術に今一歩であり、よ 
ぅやく持点をがみた時には1ぶ勘 
をめ同情牺ぉ援があった。. 

タウ ゴ ] 卜ず I ム は、 アジアで 
挺膳したほどのチ]ふでもあり、 
嚴督は；^ \がリーよ.り招聘し、髓 
化を巧っており、 プレ— のみなを 

みでもコ— ロブ パス タィルであ- 

ぶ。 

A ダル I プ PMK "30 〜 

*? レン 丑^: U て ヵタール 

淹判 グウぶ ート 

A 一宜 seedi 立 pdi Abdullah 

バ I レ の.主釋帖日 
: Ta ピ w が、 前半3点、後半5点を 
巧め、. ず] ム 得点の愛めとなった。 
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閒巧遠征、海外遠征 

旅のすべてを 
演出しまず。 



旅めが au む sec 
眼には S つの與しさがあります。 

お発おの計両を練る梁しき、 

むがで風が、人槪にふれる梁しさ、 

そしてがきめ思 1い化のをしさと。 

京王ぞ夕が 

が宿が巧センター 

干 I 加東京都新稻区西新宿卜！ S -4 
巧の-3が-日日61 姐当：入江 

痛外ホ巧巧シン乂ポール （ KE 10— SCA ) 


1ホめヵタ1ルは、航^2 wed 
軒目 ad がポィントゲッタ.！であ- 
り、 削ザ 3点、 渣半4 点を 決め 
た。丽チ！ム做かよ「た墙成でも- 
る が 结掃バ ー レンな、 邮療 半を 通 
じバランスのとれた得点経過をた 
ど「たことが酷因となつたといえ 
止え 

09月诚日〔円；一観衆。一〇ひ人 

A グル I ブ PM リご〇リ/ 

U 本扣けョルダン 

審判接国 

Chim を fps み 
す §g HO 音 — KO 

n ぶのチ I ムは今大資はじめて 
の試ををべストパンバ！でのぞん 
だ。試人口阳賄5かまでに地/上、 
丽生、虫隔のシュートや西んの违 
疏シユ r 卜.のミ K があ-ったが、そ 
のを西山がサィドからめシュ[卜 
を获め、亦来め口本をしさがでる 
よぅになゥた。試な：の形势は、邮 
ホの W かでかぉった.といえよク。 

f ホ立ルダンは、円本'の防頸陣 
を•姐すことがで營ず郎半を終る。 
後半ョルダンは讯 2 Ibrahi 日の 
ホぶよりのシュ ー トや齡日 Isssdl 
のシユ—卜がが まむ8 点を带げた 
が、： a 本のーホ构隙利を終った。 
B ダループ PM 3 V 3 〇 n 

韓 国即(端ホンコン 

を判： n 本 上え化巫な 
北井晴な 


韓同は' 和2が英曲、而3葉隶 
很、恥4寞歷若を/ンパ—から酷 
いての対贼である。 

暂巧子—ムは' 1 試行を通じ、 
常に還手の连化をおこをい杂おの 
あ-る戦いであつた。 

ーホホンコンは、轉國.の述いな 
めや、動きめ.ある防禦に丰もをも 
でないが想であった。 

B ダル]プ PM 5 " n U 

タウ义1^な-7 一 R サウジ 

I 卜2 反了 了ラビァ 

09另の B (お〕 

A ダル—ブ PM 3" o り〜 

パ—レン加(則^則ぶ m ル，タン 

晋お销国 

叫 0 巧 gIGap Park 
nho コ巧 j 击 ium 
A ダル！ブ p M 3 " 3 o 〜 

H 本 u ^^夕！ル 
裡判 タウエ - r 

AJ Tv 一口 Nen 任 Ilpdi Abdullah 
巧 PJab Mo.ht 一呂 ！ nwd む巳 nh 
日木チ—ムはお手造ず.を超用、 
中でも高村は，前半5点、後+4 
点のをか9点を舉ば成畏妇南をが 
みられた。み夕 I ルは、前ザ W 分 
までは、日本を S が6でリードし 
ななをお利に進めてきたが、如か 
摧ょり高がに連疏2みを許し罔点 
とまれてかちは、形兜を白本の.も 
のとした。 

SQ ダル—プ P M 日ぃ〇日/ 


韋 马~ - u 一7夕りて‘1 
古ド 片をぶ 一 日ミト 

◊ 9 パ站 y ( 水。銭泰2 0 0人 
R ダループ戶 M 2: n り/ 

け，^パ配 ( U でホンコン 

A グル t デ r M 3: ' 日〇 f 

日ぶ別品 N 苗パ1レン 
A ダ山 I プ PM 5: n ;:3〜 
お夕^ル U )けヨルィタン 

な日お加日(木〕轉お2 0 0人 
•單決蝶 PM 3:30 j 

韓筒头 mu 峭忘パーレン 

( 8ダルー ( A ダル— 

プ i 質 プ泣) 
擊华が隙 PM 自^〇〇; 

n ホ艾 IN 馨りゥェ— 

(. A ダル.， (扫グルー 
ブ1位。 ず2泣〕 

審判 y ルウ王1 

一, cdvl 化 W 巧ゴ 

菩 S 

日本ん本サィド私らのシユ—卜 
を決めたがタゥエートは次のを單 
で而日 Bedai 了目 ctcok によって 
村点とした。丽半ぶ巧頃までは1 
なををぅ.吸防であったが、 R 水は 
W 巧彼主り、烏が、池/ h 、 山本 
によって連続得点をし、前半の？ 
点リ ー ドの原郵'みとなる。後半 R 
本は出本、補を、池ノ上、蔚がと 
i 気に 4 点を入れ、いよいよワン 
サィドゲ[!ムのをぉが爲くなっ 
たかにみえた。しかしタウ正]卜 


は、をホ目か過ぎより着吏に齡 U 
护 del najeii みシュートが庚まり 
はじめ、截辛视り時間 3 かぐらい 
で1点巢まで得点を脯め勝敗のチ 
想を函雜とした。 U 本は、その後 
函ム@サィドシュ—卜お村、地/ 
上の ミ ドルシュ！卜がホ まり.. 橄利 
を得た。 

<>^月^|1:〔止〕智衆1^0 0り人 
春3,4化巧を戦 PM 2: oo ? 



タウエ！卜の义口^^ —ホフで始ま 
る0パーレンはタウ玉]卜のミス 

を利用し，迪いなめで裕点をず 
る。続いてバ f レン肺 S 賢一巾3 
片星 ulla 巧 ahg が^ 5-^ ょりカッ 
トィンして2点目を举ぜる。， ot 
レンは術んに構ずれのパスから纔 
にがり込む。一方タゥ王—卜は5 
か過ぎ1恥 U 己。 j の cl 口 ak ゴ it 45。 
から中央に切り进み袖得点、続い 

てタウュ .1 卜はバ • T レン . Q バス、、、 

ス 'かを速ぶを決め尚点とした。 

をの藥タウム . i 卜は、相をのシ 
ュ]卜、パスミスを利ぶしで速い 
班めにょ U 辖ぶを逝ね前半を：对 
y で大きくリ I ドをした。後半も 

タウユートのぺ！スとなつた。 

•決勝 pm 3:30/ 

薛 巧！目 本 
海# タクユ t 卜 

Al 呂目'某 田 a'di AiuduHah 

巧と ab Moha 目！ na 。 む aleh -. 
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アジア選手権決騰•巧韓国戦かを I 

韓国の動まある防禦に 
最後までぺ—スつかめず 


ファイ户ルゲ]ムけ、川巧 In 


午後 3 時那せタゥて [卜 審判に ょ 
つて巧强され、1パの留衆の異稱 
な责囲気の中でおこなわれた。轉 
国のちい山が日本の老巧さに慶る 
かは巧味ある；職である"' 

u 本の K 口！オフ、り十い パズヮ 

]クで辟} E 障になめたが、お普な 
上に献しい動きのある，ザり、一瞬 
全おの励きがムったかにみえた。 
しかも防禦はの驅にボ ー ルを括つ 
ている選手を懐に人れでの戲しい 
防禦アタックである。異撮なまで 
の闕おおれるが据である。口本も 
なけじと燃えているが、 f 開国はボ 
] ルをホ中に 入 机た時、速い攻め- 
で ボー ルをポストに入れ、 光取息 
を間串に とった 。 G K 稱国林ホ.鼓. 
ぶがずに上り、西び速いおめで 4 
番姜補寿の-よょむ フユ ントにょ 
つて2点目ををげる。韓閱于 t ム 
は 1-- 5め巧被巧シフトであぃ、 s 

本の铜方ょりめシユ t 卜を防ぐ た 
めのち盧でち る。 

日本の攻をは、コンビプ レ— が 
うまくいかず攻めあぐむよろであ 
「た。 この 翻锦国はボ t ルをを中 
に入れ、を蝴 よむ クロス プ レ—を 


しみットインして3点目ををが 
る。「るつ」というまの3点で屯 
る。羁岗はますまず唐気上稱る软 
いである。 

しかし： II 本はぺ少ルテ f I を 
得，池ノ上がスロ ー.1 点をお.す。 
その搔背国は巨のさめるクロスプ 
レ3によ「て 4 点目をあける。 y 
本も i 点を姑す。韓瞬は麻 U 李化 
ち退攝で5人の攻おであったが、 

恥4葉楠寿はサイドよ.りフよント 
をかけて臨き得点を蓝ねた。 

をの度の日本の攻蜡.でを胸がや 
やホ贼よりミドルシュ I 卜を決め 
た。端いで辟国のミスにより.巧山 
が.サイドインして G 反めホ下にか 
め 4 巧日としたが韓固化：2；を相考 
が中央よりミドルシュ—卜をかめ 
4 が 6 とする。このミドルシコ— 
h は韓国としでは、こ妈試を初め 
ての試みである。稱国耻3妾奉求 
把則をして、をく邊場。：：！本山本 

ヴンマエ ントに 山りシュー トをホ 
め5が G とした。尋国の シュ E 卜 
を G 化み藤渠早く地理をして池ノ 
上にリンパス、池ノ上も-バスを叟 
けシコートを入れ日が6とする。 
そのが韓国は、中央のポストにバ 


K を人れ，ボストよリサィドにボ 
I ルをまわし、 6 が 7とり ードを 
した。残り時間1巧を駒やや中お 
よリ3、ドルシュ]卜をがめ7が7 
の同点とし、前ホを按で寸るかに 
みえたが、销国齡2进おな、脚の. 
故陣をしてのひきずりながの中央 
よリ .めシ す ートをがめ？が S で前 
ホめピリオドとした。 

前半を献え、両巧試合を盛り上 
げてはいるがをめ-わりには得点が 
がない。韓国を]ムはおりに乘っ 
ている印第である U 嚮衆の淸出の 
魂あであろぅか。 

1度は日本リ-—ド 

後半は、！ II 本は補ホ、池ノ上、 
中本、 A 柄*巧ん、 G 区：一 
方韓国は、拂與袖、姜を张、蒂繩 
寿、か秉洪、超ぶ酱、ホ相考 、 G 
K がち豈によって、韩おスロ—に 
よって始まった。 

韓国は、おット攻をによって、 
朴需洪が G K の股下をねらい得点 
を了封9と日本を引き離し.、巧•ひ 
禪固の玻禁になるや逃い攻めで恥 
3妻泰ホの中央よロム删に流れ込 
ふでのシュ[卜が A リ 7 が W とし 
た。その搔曰木はぺナルティ1を 
もらい山本スロー’しで8が W と 
し、韓国相ィ-蒂楠南の過堪する 
關、口本は韓區©シ n — 卜を GK 
A 藤がとら-え西出に長いバス、サ 
イドシュ[卜により9対 W とし 
た。函山巧び韓国シュートミスを 


利用して速いな曲で^が W 向同 

な。リまぐるしいみ-防である。 

日木はその搜口がにと、この試 
合はじめでのリ！ドであったが、 
郁をが或化、日ぶのシュ[トミス 
によって勢.いづいた择国は、口姑 
。とし、髓いでけ対：：！；とりード， 
いよいよ势いに乘「た觸じであ 
るで衛衆も惡乎と-がとなった再 
措、帮国のエネルギーがコートー 
がににがっている結搔に捕ら-わ 
る0 

を卞中盟までは、1点をホぅな 
陆では.あったが、この期を衞皂に 
肺ゥ"朴英端の话摇’离枝をの做川 
或を髓〔ぶ利き〕のさ、ドルシュ— 
卜が決まり-、ますます勢いに葉っ 
た。その後邮 W 率相ちの述極得ぶ 
は、試合を，方的なものにしてい 
「た々 

一お日本は、韩阐の動きのある 
強い輕禁とを目ゴ J ルおに丸く 
集まっての玻壑となりべ！スを捆 
むことがで.きない。しかし山本の 
ぺホルテ{|スロ]-，池ノ上のシ 
ュ—卜、碰をの K リスロ—、尘前 
のミドルシュ—卜、志贺の.ポスト 
よリのシュ^卜、輕井の述欢が決 
まり、巧り時關日か巧までに化対 
狀と追いついていったが疆屋は、 
をの挺3点を速取巧が如で裤瞬の 
雌利とをった。 

韩尚ホ—ムは、執觸なまでに速 
いおめに妝した。 GK 林ち夏.のが 
ずによる速いボール出しとセリト 


な擊でも速い励きを止めることを 
しなかった。防禦においても的雨 
なボディ 1 T ダツクは口本のセツ 
卜な尝を隨讯でためた。 

円本チ—ムは、褲问の-動きのあ 
る赃禦にか々をを焼いた感があ 
る。特に搔ホになり、その陵巧が 
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なプレーをおせ着実に得点，擅か 
にシュ]卜力に揣る立ちが3点の 
リ—ドで前半を終了。 

後半別か、口立が帥田ら姑加点 
によりほ—：^の一点とせま^たが 
惜しくも闽点に追いつかず、立な 
は P T で2ぶを加え巧びの 
.3 点差となる。終了が秒.前日立’ 
モ打がサィドシュ ー トを決め VI 点 
壶とザまったがモのまま試を按了 
の巧が骗る。 
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〇…立ち止がり両チ f ム硬い動 
きで、日分にょぅやく大和-若杉 
のサィドシユ—卜で先巧。ーホブ 
ャスコは y か、寺沢の PT で11 
2とした後舞替本で212とし 
効率の面いなおでジリジリと加点 
した。 

大和は、进い勸きでディフ L ン 
スを呼きぶつで、シユ！卜を試み 
るも、ジ*スコの GK お部の巧 I 二 
にわたるがずに狙まれ、得点をぶ 
ねることがでをず、 4 — y でが平 
を終でした。 

を单’兩チ—ム述い動きの展脚 
となり、速なの応酣でゲームお郁 
り卜：げた。 
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媛なくされた A がではぶ「たが、 
思後までゲ—ムをあきらめず普喊 
した。 GK 巧走がそのまよ巧点差 
となった。 
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T 

P 

の 


〇 〇 U 2 ~ J 112 3 1^ 

巧木璋厮.岡；^巧ん村館—り惦 

呼か荒是ホを^數菩お近に野 


了。後中も巧嗎たがのボストシ 
ゴ S 卜で者索.に化点、ジヤスコ の 
ぶ龍、甚、が、若がら Q カットイン 


からの速かも化ばず、ぶ巧が逃げ 
で4連隙を地.-儿で復蜡、 GK ホ村 
のがずが龙った。 

C 個人泰彰： 一 
U ベストおブン 
GK 井お文.光子(立石) 
Fp ず的お子 c ジ*スコ) 
八木で津子.(北国) 
爭相玉(乂崎：^ 

K ,ィレシュ C 立む) 
前田毒子 ( 口立) 
ホ請夕起まビクタ I ) 
回最多得点貸狀点 
前旧兩•十 G 立) 

八木千津モ(北国) 

因最高得点率贊 
お水貞巧美(太和) 

囚最植责監语暂 
か 薫基石) 


X ト ゲッター 1;::^おをマンツ]マン 
で守り、化 的めリズムを 描し，揽 
利に 帖が つけた， 

< 最格渴第2日： > 

( W 月 yt 日•倍斤 厘 巧が門骗) 

U 本ビタ 2 而 — uvb プラザ t 
夕 1 (2 日、1エ策 <2 
勝 i か，？殺) ‘鱗1 か 4敗) 


2 

2 

が 

T 

P 


背0 6 i 〇 3 ' わ〇 U ク1〇 4 
^ぶが很脇應扭鶴化上田媒 

巧渡ぶ巾門ぶ兵造おが地下 

に ぶが‘蜡車一 
G FI 通福升/一 

リ添疆願巧井が永 m 岡壺山下 - 7 

h 細お杳阿ぶ中增太悼垣森お 
ち n リ3 4 〇 2 G 〇 〇 i り〇 I 化 


G ‘ ；が平は丽乎！ム接潔らず一 
点のな-防に終始：フクザ ー 1なり' 

!ドで前半蜗， J 、 後半ビ タタ！ ほ 
武濃のロングを殺画，りに曠調に巧 

点をおわ、迫いすがるブラボ]を 

巧き股した。ビクタ— GK の-巧ず 

が滕刺の太きな围閑でちる。 

'巧月え目•福井県嗤育館」 

品-追处大 


み3敗 ) 


か3娘) 

.0:. 邮ホ、大崎李梅ド•率南姫 

め话蜡で W か^ ■ -3とり ー ド、 そ 

め睹も一遮-进。前半の解り頃， 

相玉、な船のシュ t 卜が鬥ぶ GK 

に上まれ、ことごとく閒ムされで 

と：： n 立りードで前半終了。 
を半も大崎のが阁なぶめで口ぶ G 
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r 《がう I 細 


なんくださぃ独特のリブ形がとパを 
ル間段差。この"32面沁ノンスリップ 
稱造"て'陋かなで々'か U を〇くりだ L た 
モ/けン，、ンドボール成さらにナイロ 
ン糸が靖造がだこし•すばも U 、机え 
化、君刺'よをら某現しで， H 本ではじ 
か TM 院ハンドボール述脚 ( LH . 卜、.) 
を認を獲得。"ンド ボーラ ーの圧闽 
的な人気と悟賴を集めむ 、ます。 

■ミ-いけザ-ル 风■巧巧,がぉ-ル 
めをおな【"け j 巧!护し？ぉを即化り 


S 化；み 


心户ホ■が 


独自の32巧化 

ノンスリップ稱造で、圧倒が人気を誇るモルテンハンドボール 


t かぞみ1 ムエ•は5台" 

本なに垣ホ西臣巧 H 【なか t せ a ち干の3 
むけに巧の一13むお3 


「歯」キラキラ 

シ卞ワ I で IU の汗を流すようじ、 
歯のよごれを落としてシェイ。フアッ ダ"： 


ジェット水流が 
歯と街ぐさを 
守ります。 



/// 


•ジェット水流が顧ぐ&带が4 
の健张によい趙奪 If 
削髓を与えます。 

■食べを< を涨い流し、 

口臭を除す。 

♦水流はゆるくら、 

強くも調較で％ i す。 


g| 

綿が i 
洗ツ W 

ン^1 


京 

を 

巿 


H 削 




お歯も蓝ウラを 
きれいにみがけます。 

• 迎怪をさんわず卞めシ 

の、立しいみがきみが 

でろ主す。 

■ 7をの速さでみがけ 

る口 — y ン ダまで寸。 

• 充窜まだかち、旅巧 

じら硬利です。 

•歯みがきの時間のわかる 

砂時計つきです。 



一23 — " 


















"まごころのおつ寒あい"が 
私たちのモッ h — です 




あなたの銀巧 



•本店お川県金沢巿下堤町•巧舗石川•富山•福井••東京•大販•名古屋•京都‘111か搞 


^hummoL^p 

強し、精神力、磨きぬかれを巧流に裏ま了をされたブレーなら、 ががじがでる。 
確かな猜捧ー ヒュン乂ル。 ヒュンゾ J レに梅し演は似会わない! 

己の殻を玻れミ‘ 


iDiau 旧 1U 巳 


ISiaOiRIEl 


ながき社 ^3づルスコア 

大阪市お王寺区上み5 T 目4 一 2 2 
06-772- 2 7 7 7 ㈱ 
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■昭和 w 年度関東学生秋季リ—グ戦 

中大(叟日体大妄)が全勝で制す 


A 男ぞ—部 V 
一> 日ち孔日 

邱彼大又別 N 謂) n を A 

円 大双巧脂)2 順 A 

罔 - H 大里仙：：凹如を ホ 

ホ大逆 iu 理 W 唐大 
yg 月別日 

中火己 iu パ}けをホ 

国±太及 iu } の度 六 

统彼大お一端— S ) R 瓶 大 

日ょ器 N 苦早ホ 
vg 月那日 

日大 S 遍 US ) け度ホ 

筑波大裝^1卽 j 那法 大 

一:ムおの(巧；：}化を ホ 

ホ お及 IN 荐順え 
VWH -9 H 


演大典りパ) S 巧波大 

を ホ爲 U 一3 n ホ 

国±大里 3 z ; い} -U 银 A 

ホお艾早大 
皆の月 wy 

法产及刊非®ぶ 

慶.产別 ( IUV 早 ぶ 

日 A 蒂 N 背01 ±大 

* ホ盖 U ) 巧筑热大 
可 W ぉ S 日 

法 大里 s !1 s ) け早 ホ 
度 大别 ( guM } s 順ホ 
国-^ホ艾巧筑波ぶ 
中大进 . r.s 百日 火 

|>のぶの！！： 

¥ A 別{叫—扯巧® 乂 


をホぶ n 苗慶大 
* ホ SN 苗巧丄大 

日ぶ愚 1 苗现波火 

搞搜 ® 中火風曰大風国主大® 
な太®慶た⑥盛波ぶ③0：ぶ®触た 

胥麽秀逆手 

GK ず田川較那(やぶ). 

F P 宪方智 

大谷芳〔.一^) 

清泉伸 II ( 中大) 

河村撇(口大) 

池田威(面上大 ： J 
平林あ溫(慶火〕 
t > 得点王 

実ぶ稱(中大)則点 
八男す2部 V 

泉海乂 お IU 專大 
樂を大 视—の明鱼太 

東'葉' win ぶ工大 
円林大 お一3乘大 
n お大 如 — W ぶ H 太 
おお大 糾 IU 東太 
H が大 那—別享大 
お争大.お t 別亭太 
n ホ大 じ f 大 


来学大 姑—13ミ王ぶ 
执城大 郎 I 那禪太 
尊大 别 I リ乘大 
来大 巧 13 を卫大 
明星お 巧） W 获城大 
率学お の—扣おお 
牽他大 W 1 巧則を大 
お城太 绍！抓遣工大 
日体太 圳—进お学大 
孜诫大 那—巧お太 
康淹乂 糾 I 到窠字太 
n 悼人 扣 1 E :3 あ域大 
苛乂 如 IU 明お大 
即阜大 邮ミエ大 
裝海大 の—巧あ她お 
进大 舰—化是•丄太 
晒を太 巧—站東大 
日体大 扣—别東溢ぶ 
索学太 W — 别茨が大 
〔順な；^磨 R 悼大風垂牌大强来京 
学芸大®巧お太®明星大感専慢乂 
⑩東蔚大逆茫浦王太 
|>稱点王 

山旧帮太(弟お大〕刖点 
八男子 3 鄙 V 

上替大 扣 — U 千工大 
立大 明太 
描国太 別 1 巧或想ホ 
票幾大 班—け盡现大 
上智大 如—が巧犬 
明大 站—•化悼大 
诚圃大 指—〇立火 
宗理太 が—が神た， 
明大 犯1が击度大 
拽国乂 别 1 姑神ぶ 


揽国大 巧—リ千エ太 
-址大 前—卽谁理お 
上替大 蝴 Is 帥大 
立太 骑—別忡大 
械国大 別—？2典埋大 
立大 城—如千工大 
神大 邵1^^?來踞大 
明丈 化—口上暂大 
神太 圳—け' 平工大 
明太 滞国大 
お躁大 耶 I ,山立お 
產大 の^—如仁智お 
調ホ 集迸大 
お巧ホ 别—别千工大 
城国大 の一现上轉大 
お理太 け十工大 
〔順を一®巧大@城お巧火感と智 
大雷立太@お京绩太⑥おな理科大 
©巧期川太®で冀工大 
0得点王 

水上邮一 C 横罔ぶ)前ぶ 
A 男子4部 W 

义氨火 巧1如創価大 
横捕大 

防大 報1がを H 大 
青字大 一楠大 
創柿大 刘 f 橋大 
納砸大.化—パ' お HA 
大を大 巧！お青学乂 
武工大 别—が义摄大 
f 橋大 sli 猫大^ 
太^^ 驶—がが乂. 
青爭大 魁 t のお工大 
削佩大 の大 f 
防火 ぶ一指青芋大 


一3日 一 






日本が'生んど世巧のボール 

日本八ンドボール樵を検を球り， H ， A ) 


) 巧 , た 5 ミムレスが—化 

夕ずカラのハンドボールは鍵ボールと同じ稱造のチューブが離れむ 


L . R ， C 中巧製法でず。 

IpKflRt 巧 , 。 3 巧まをな 


2G 


創恤大 邵 —2 青單大 
ホ集大 に一：3武工大 
文教大' け一撮大 
を工大 Si 明横酌大 
文教大 でム防大 
武美 T 巧 i 大 
文教大 大乘大 
横商大 .3.10 刹価大 
塞大 3—け青学大 
一橋大 削！ W 横商大 
巧大 蝴 1 巧一橋大 
巧大 別—山规価大 
文教お 如賴前太 
青学お 郎！が就商大 
巧た 抓1幻極商大 
〔顺化〕教火③巧術太感大索 
で化大猛が感 X 大⑥創佩大⑥青山 
学臨大③一楠乂⑧が裝商科大 
巧得点ぶ 

小が措，(横商大’)巧点 
八寅モ日部 V 

東鉛大別ム撃大 

武蔵太 が一巧独協乂 
都稱太 日下：大 
武蔵大 础1巧お强大 
睛玉大 が！地が留人 
関ザ乂 の—始か兜大 
埼£乂 加1地お光太 
辄稱大 那—耶武藏大 
埼壬大 fw n 王ぉ 
埼て大 骗—け独協大 
お摧大 孤--^独協大 
墙壬大 叫] g 戎蔵大 
日エ太 恥1相が.光太 
京おぶ 如 — W nr 丄大 


関学太 の一の都留火 
お光大 巧独協太 
埼玉大 の—川関罕大 
郝留太 加 iw 独顿大 
患経大 规 IH づ和光大 
東摧大 巧 IW 都留大 
埼玉大 ド ru 泉疆火 
武藏大 凹1の日工大 
脚ザ大 別1如日工大 
都销大 ¥ふ巧光大 
或蔵大 糾1化関ザ太 
n 工大 お一如独禍大 
. C 碼泣〕®埼お大霞武蔵大感都顯 
ぶ科大感東お掉お大贷関東学臨乂 
©目本工大③お光大⑥独協大 
▽得点，上 

野口学 ( n 工大)巧点 
八男子日部 V 

插巧大 の一如が立大 
明ザぶ 处1巧束工大 
成躁大 の——9お泮大 
千棠大 料—的都立大 
成撰大 抓集て大 
撰巧火 の！巧お渾ホ 
雨大 如1^3巧爭大 
千集 A 抓1茲巧を犬 
を王大 邪 i 別郛ぶ大 
显大 け千巢大 
藥 T , お.视 .—. h 南伴大 
厮暖大 描市大 
が大 別 j 撕報立大 
東工大 モ常大 
成傷火 郁立お 
闊ザ乂 け一明概市大 
面大 巧—け来お火 


亚大 ローのが段大 
下葉大 の—9弗泮太 
千藍大 別！ 楷ボ大 
成躁大 巧 i け明学大 
東王火 乳—化城ず大 
東て大 K 1. 巧亜大 
都立大 甲ふ東泮大 
千葉大 如 iu 成撥大 
亜大 夕 1:^ 横市大 
明学大 が—化柬洋大 
都立大 2 JI ぶが学大 
〔順位)®盟翻亜丈③モ葉大感成 
瞬大逆唐京エ太⑥明.治学阮」八⑥横 
裝^&^.©都立大@軍泮乂 
可错点王 

山蜡が明(葉工大)がぶ 
八男モ了部 V 

農玉大 孤）扣逝外火 
拓大 で一巧産龍火 
工芸乂 巧！抑農工大 
願'沢大 别—卽柬が大 
玉川大 班—のま妹大 
虚能大 那（别煮外犬 
玉を大 でも麗が大 
農工大 巧！の山舉太 
i 大 雜！け塵能大 
農工大 如 1 过産能太 
に芸大 祁！ W 巧大 
麗沢大 巧山魏大 
麗お大 那産能大 
じ巧大 淵—游^大 
玉川大 巧1が廳扔大 
篇王大 如玉 W 大 
奎ル大 甲-巧 ‘丄芸大 
農 H 大 sf W お大 


玉川ぶ 抓 H 芸大 
麗沢大 の一お拓ホ 
T 芸大 S ^の産龍大 
拓大 如 1 U 萊化大 
玉川大 游—如捉大 
麗沢大 巧！の農工大 
玉川大 の産能大 
東学太 ^2—0 ム梨大 
エ甚大 gl 別山利木大 
捉大 口！ 〇山梨大 
〔.順位〕③一止：化大③银京農工大③ 
澡京エ芸大®理お大霞拓殖大感案 
なホ語大⑩山梨大⑥産業總率大 

y 舟牽 

武巧英依(お京 H 芸大)巧点 
八女子1部 V 
▽ 91 r : 虎日 

筑波大逆巧？；て茨城大 

V 9 月別日 

日林大典げ5了或.学大 

V 日丹な口 

R 体大坚购 U いてぶ学大 

筑波火及冊：：：；) W 获城大 
V 日月が y 

筑彼大艾邮 u ;^) け*学大 
VS ぶ in 

窒隻巧(則：：り)9円.葉太 

统泌大艾巧；！) U 東学大 











玉 都 

川 立 

大 大 

28 2 日 

1513 1214 



17 14 

東 搜 

W エ 

大 乂 



セン!^ラル航空株式25社 

運輸大臣登録第287号一粮旅巧柴 

本祉•菅業所 で 104東京都中央区京橋 1 T 目16番10号 

(芳沢ビル1階） 

TEL . 0 3—己62 — 893 l(f 口 
大阪まな 〒 541火阪市束区淡路町目一 26 — 1 

TEL . 0 6 - 2 01 -.3 6 6 5 (ffl 


千黑太迎孤：：。 S あ光大 

ぉ大蓋 u 】2 独協大 

墙ぶ火艾屬山)の稠倪大 
一橘大里削 u ; s ) りを蔵大 
种ホ哉 U ) 巧防大 

千玉大聖化ぶ教乂 
A 女す V 

渋城大け(げパて東•ぉ大 

をな^の通り、日体大、 M 大、概 
锭尚火、墙ぶ大、で業ぶ、玉川大 
皿削皿大がを梅、早大、郡立太、 

一'谣大、神宗 W 大、す藥工大、茨 
城大(女子)が巧巧しました。 


臨短大 
哥得ぶ王 

手島迦恵子(東海火 ； J S 点 
A 入れ替克戰 V 

城！一大與面—パ}如東大 

明 ホ蓋 U 細)け里 H 大 
早大互™— s ) s 藥ぉ火 
n 体大里指 US ) 化^ ホ 


02巧 2 y 

東盡ホの a ま -K 

VW 巧 9 y 

日体大垫 nu い}に日ホホ大 
苯女体大聲リ U パ了桌学乂 

ミ结 y 

a 体太及酬じ呈ホ大 

V 化月化日 

宗古体大及加て東学大 

器島日 

筑；报大拟品 u }^ 宴梓大 
B 体大里 SN ;^) 9東ホ.体大 
月如円 

ぉ城乂共；^ U ) の*学大 
日体火菜女体大 

S 負日 

現が太里邮 U 山 S 日ホホ大 

日お大典 IU ) じ截，城大 

v . w 巧13日 

日ホ大藥のが城大 
VW 月 ？：^ U 

来ぶ体大。 (^38 筑波大 
東学よ u ( su ) u あ城大 


VB 月辦日 

ずずホ火じ筑波大 

囚ホ体义化化汝城大. 
VW 月那 H 

y 女体火如 fmu ‘曲化巧端ホ 

泰体ホ炭城太 

巧体大骂じ，兩筑诚大 

東ザ - K 里川}巧日宽大 
VS 月抓 ： n 

日ふ体ホ及け U 加}巧東学人 

東ホ体大けて茨城大 

g お火其面 U ) け f 肢大 
〔順極〕®: II 体大@莱ぶ体ぶ®筑 
波大④目みお大§学大城大 
V 復兼選手 

GK 化 ( 日体大〕 

FP 地巧季子(日ホ大) 

ちの苹不(日体大) 

山木美爭(日体大) 

大巧葉化(目体大) 

巧山美化子(甫ホ体お) 
河原敦卡〔謂波太。 

1>選王 

小池おモ〔東女悼大】 W 点 
八女子2部；> 

莱滞大 お14购火 
た遵太 ^17损国大 
千明展乂叫 12 ザ想大 


都閣大 V 4 謡お 

千明媪太の！ 7齡火 
車诲大 糾 —4 千葉乂 
横捏大 加17学泡大 
谢恤大 巧1。ぶ敎乂 
モ明想大 k 化！ .8 創师大 
建海太 が. jw 慎押大 
文教大 巧 14 廚大 
■千葉大 抓—3学が大 
千お想大加1;:3蜡幫大 
^大 朋—日創価火 
創砸大 が！〇学お大 
文教ホ の — e 千冀乂 
お海大 f 7 文教大 
がお太 乳—.4损大 
剣 ffi 太 巧 IU 槪国太 
下明短大挑—指文教大 
す明居大 W —7 干葉大 

東術大 fb 郁寞 

都留大 如]日文な大 
狗お 别 —4 罕姐乂 
千葉大 Ml 日騎大 
辄留大 邮 —1 学姐火 
都留大 锅国大 
測佩大 Ut7 千葉大 
糊圃大 Ut7 千葉大 
文教よ お 14 ザ最大 
束海大 如！巧平明お A 
創価大 UI6 駒大 
千明短大口 —9 都留太 
が留大 け — 4 千 ^ 

攒国大 妨 —23 齡大 
〔顿化〕..®集お大⑥平葉巧惕お大 
@が稱文.词大感創®大⑥义教大風 
巧お闲大③モ葉大饭酌巧太感ザ習 
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すば&レいキヤツチンク感 



み日の織地会 


J||t ii ^ Ji A 巧星コムエ果媒なミれ 

Mwmm s ぶ r 打 rr.W-i- 輝 r 識 ^^ 


世巧の_ 

ビッ グ ゲームは ミカサ 

をを <の包榜大会で巧かしい黄な 
'|朗1中みァタぉ片卜占かた切 
E 拍 I 巧巧巧车 g もこア{ボ冉げル i 
1992ア巧曲が城イ占ドよ 


5わサ 

八 シド ボール 



ブラザー電子タイプライダーろご 

王984キロサンゼルス 
オリンピックの 
公まダイプライダーに 

選はれました。 


フラサ—工業なな含な 
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人から、まず人女‘もの科学。バイオメみニタス。 

7人は、鳥である 
7人は壁でをる。 



はるか、上空での空中戦を展開する競技である。 
鉄壁の、という形容がふさわしい競技である。 
防御からを撃へ、ひとつの動まで移っていく。 

コートという名の戦場では、身につけるウェアも、 
作戦のひとつなのだ。バイオメカニクスから生まれた 
ハンド ボール ウェア〈スカイハンド〉。 

武器のような7人のためじ。 


が t ゴ A ち f リ了商品その化わ問し、合•わせは、ホま会社アシックス消寅を相談課まで。 

# 一 干564大阪府巧田ホ芸ま町2を3号 0(06)385-1 Ml ( 大代表） 









生存のすべてを託す、一球のシュートもある。 


スポーツマン たもは激しい練習に耐える。それは満足のいくプレーを行うためである。 
自ら力 f 描いたイメージを、自らの肉体じよって実現することが、 

彼らの目標であり、彼らのよろこびでもある。 

をれが無為な行為どとしたら、ロマンと呼んでいいかも知れない。 

それこそカミ、スポーツマンたちの生活をのものであるから。 

「アディダス」ハンドボールウエアは、最新の城能で彼らのロマンに応えまも 


■ ■ ■ @ A @ 

adidasw 



(更日本 C ンドボ！ル楠をお 
『ハン ドボー ル』 


第一一 r 四口子 


吗が四十甲六円-, 昭和-止一八を十巧二十五日印恥 
第 iir 棉那蜡物記巧昭和五八ザ十14 一 y を巧 


東ホ 谷区巧お 111! 一屬襄兼 
電話 k 品)セ〇 セ 
お替東京六—五 A 111 四八を癸巧**^ 


荒川清美 


讀瞩驢 f 

ご一千一一言逆 



